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5

1 	アポイ岳山頂付近から様似
町を眺望

2 	親子岩「夜と朝の間に」
3 	夕陽に染まるアポイ岳
4 	夕景の親子岩
5 	幌満峡「月下の紅」
6 	幌満峡「渓谷に咲く」
7 	幌満峡「レルゾライトの溪
谷」

8 	不動の滝「秘められた懐に」
9 	アポイ岳とエンルム岬「霧
の海とアポイ岳」

9

7 68

5
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ヒダカソウ

エゾコウゾリナ アポイアザミ

サマニオトギリ アポイカンバ

ヒダカトウヒレン
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サマニユキワリ アポイアズマギク

アポイツメクサ アポイヤマブキショウマ ヒメシラネニンジン

アポイマンテマアポイカラマツ アポイキンバイ

アポイハハコ アポイクワガタ

エゾノジャニンジン ヒダカミセバヤ

固
有
変
種
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本
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岩
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人工堆積物

第四紀堆積物

地下深くで
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段丘堆積物
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できた地質

地すべり堆積物

沖積層
砂丘堆積物

トーナル岩

かんらん岩

変はんれい岩
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アポイ岳登山道
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地すべりの滑落崖

埋蔵文化財包蔵地

かつてのプレート境界（日高主衝上断層）

断層
伏在断層

付加体

完新世段丘堆積物
崖錐・沖積錐・斜面堆積物

はんれい岩・閃緑岩

………………………………………………
注１：第四紀……258万年前から現在
注２：かつての川の底の上にたまった堆積物
注３：かつての海の渚

なぎさ

の上にたまった堆積物
注４：新第三紀……約2303万年前から約 

258万年前までの地質時代
注５：古第三紀……約6600万年前から約

2303万年前までの地質時代
注６：白亜紀……約1億4500万年前から

約6600万年前までの地質時代

（注１）

日高変成帯

堆積岩（新第三紀）

堆積岩（古第三紀）
堆積岩（白亜紀）

（注４）

（注５）

（注６）

貫入岩類（新第三紀）

白亜紀末期～
古第三紀（ （

広尾町 河岸段丘堆積物（注２）

海成段丘堆積物（注３）

（変成オフィオライト）
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資料：アポイ岳ジオパーク／北海道立総合研究機構 環境・地質研究本部地質研究所（平成30年
3月23日作成）に地域名等を加筆及び地質図と地質区分を改変

浦河町

太　平　洋

浦河町

幌満

冬島

鵜苫

旭

田代

岡田
西様似

新富

平宇平宇

町役場

日高主衝上断層

ニカンベツ川ニカンベツ川

幌満川

様
海 似辺

川川

Ｎ

様似町の地質図
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漁

　業

コンブ漁（上の写真３点）

干場いっぱいに広げられたコンブ
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サケの定置網漁

ウニ漁 フノリ採り

ツブ貝の加工作業 魚市場での競り

サケの漁場へ
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⬆収穫を待つ稲の実り

稲刈り ⬆

田植え

⬆

⬆
特別栽培米「アポイ米」
⬆⬆

いちごハウス団地 いちご栽培

農
業
・
酪
農
・
林
業
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バイオマスチップ製造工場

⬆

⬆

森林組合の施業

町有牧野での乳牛の放牧

軽種馬（競走馬）の放牧

室内トレーニングセンターでの騎乗訓練
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アヒルロードレース

幼児センターそり滑り

幼児センター運動会

小学生のスケート

小学校運動会中学校体育大会・大縄跳び 中学校体育大会・リレー

ス
ポ
ー
ツ

様似口絵.indd			14様似口絵.indd			14 2023/11/19			7:362023/11/19			7:36



中体連サッカー

町民テニポンの集い

町長杯ゲートボール大会

町民ミニバレーの集い

ふまねっと（健康体操）

町民卓球の集い

いきいき百歳体操

少年野球大会

中体連バスケット 小学生のフットサル

町長杯パークゴルフ大会
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観衆で埋め尽くされた「アポイの火まつり」会場

エンルム岬に灯された火文字

会場の夜空を彩る花火

⬆地場産フェア
のサケつかみ
どり

⬆
アポイ大盆踊り

⬆ウニまつり

フラダンスアポイ太鼓演舞

アポイねぶたパレード

アポイの火まつり

イ
ベ
ン
ト
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おたっしゃ教室調理実習

様似町女性大会クリーン作戦（町内清掃）

幼児ジオ学習

幼児センター稲刈り体験

子ども会育成連絡協議会キャンプ大会

幼児センター発表会

学校支援ボランティア

小学校稲刈り体験

男性料理教室

中学校アポイ登山

学

　び
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住吉神社
（上＝社殿、下左＝棟札、下右＝例大祭神輿）

等澍院
（上＝本堂、中＝同

院に伝わる「等澍
院住職記」、下＝百
万遍念珠箱〔国重
要文化財〕）

アイヌ古式舞踊

シャマニ場所絵図面

冬島遺跡の出土遺物
〔撮影＝写真事務所 クリーク 佐藤雅彦〕

歴
史
・
伝
統
・
文
化
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スポーツセンター

保健福祉センターきらく

アポイ岳ジオパークビジターセンター

アポイ山麓ファミリーパークキャンプ場

パークゴルフ場（クラブハウス・アポイ）

アポイ山麓ファミリーパーク遊具場

アポイ山荘

アポイの鼓動広場（公民館前）

中央公民館

認定こども園様似町立幼児センター

町立様似図書館様似郷土館

主
な
公
共
施
設
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旭

幌
満
川

ニカンベツ川

ニカンベツ川

幌満岳
天狗岳 袴腰山

▲ ▲ ▲

▲

▲

旭漁港

幌満湖（幌満ダム貯水池）

浦河町

えりも町

えりも町

広尾町

キリプ
ネイ川

幌
満
川

パ
ン
ケ
川

アポイ岳

ピンネシリ 大泉

幌満ダム
（幌満川第３発電所ダム）

幌満ゴヨウマツ自生地

幌満

アポイ岳高山植物群落

オピラルカオマップ川
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エ
ン
ル
ム
岬

町役場
潮見台

朝日丘西町

岡田

栄町
本町

平宇

冬島

緑町

大通

西様似

日
高
耶
馬
溪

海
辺
川

鵜
苫
川

様
似
川 門

別
川

ポ
ロ
サ
ヌ
シ
ベ
ツ
川

ポ
ン
サ
ヌ
シ
ベ
ツ
川

233

冬
島
漁
港

様
似
漁
港

鵜
苫
漁
港

親
子
岩

さまに湖

新富

浦河町

資料：国土地理院標準地図をもとに加工

様似ダム

様似町の全体図

錦町

田代

鵜苫
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336

233

様
似
川

オコタヌシ川

サ
リナイ

川イ川
1

2

5

1417

16

19

18

20
242425

222323
26

27

28

29

30

31

32

21

15

99
1010
11

6

7

4
3

11
12

8

1111
13

17 総合福祉センター（東様似生活館・様似町商工会）
18 栄町ふれあいセンター
19 ふれあい広場
20 認定こども園様似町立幼児センター
21 生涯スポーツ研修センター
22 様似町役場
23 中央公民館
24 町立様似図書館
25 第２体育館
26 スポーツセンター
27 公営住宅大通第２団地
28 栄町浄水場
29 公営住宅大通第１団地
30 禅輪寺
31 栄町生活館
32 下水終末処理場 資料：国土地理院標準地図をもとに加工

1 様似中学校
2 島田歯科医院
3 ジェイ・アール北海道バス様似営業所
4 公営住宅錦町団地
5 特別養護老人ホーム様似ソビラ荘
6 新日本電工㈱日高事業所
7 緑町生活館
8 むつみ会館
9 ひだか東農協様似事業所
10 様似郵便局
11 ファミリー歯科医院
12 様似駐在所
13 保健福祉センターきらく
14 三和医院
15 様似小学校
16 観光案内所
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ソビラ岩
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336

様似漁港

会
所
町

海
辺
川

シリキ タナ
イ川

33

34

35

36

37

3939
383840

42

40
41

50

59

60

58

5154

55

53

52
43

44

46

45

47

4848
4956

様似町の市街図
57

50 観音山公園
51 観音山展望台
52 港町生活館
53 日高中央漁協様似支所
54 公営住宅港町団地
55 ソビラ公園
56 様似港外東防波堤灯台
57 北海道電力様似変電所
58 親子岩ふれ愛ビーチキャンプ場
59 公営住宅西町団地
60 西町生活館

40 住吉神社
41 様似本町郵便局
42 智教寺
43 本町２丁目会館
44 漁村センター
45 エンルム海岸特設会場
46 様似郷土館
47 日高東部消防組合様似支署
48 様似テレビ中継局
49 エンルム岬展望台

33 様似町葬斎場
34 公営住宅栄町団地
35 様似共同墓地
36 野球場
37 観音山スポーツ公園
38 等澍院
39 法敬寺
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役場庁舎

町の木・日高五葉町民憲章碑

町の花・ヒダカソウ

町章

町
の
象
徴
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〔1〕

こ
の
た
び
、
様
似
町
の
歴
史
と
文
化
を
著
し
た
新
し
い
町
史
の
発
刊
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

様
似
町
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
、
開
基
二
二
〇
年
・
町
制
施
行
七
〇
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
新
様
似
町
史〔
第
二
巻
〕』
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
記
念
に
際
し
、
本
史
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

こ
の
『
新
様
似
町
史〔
第
二
巻
〕』
は
、
約
三
〇
年
前
の
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
発

刊
さ
れ
た
『
新
様
似
町
史
』
の
続
編
と
し
て
、
平
成
初
期
か
ら
令
和
の
現
在
ま
で
の
歩
み

を
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
は
、私
た
ち
が
生
き
る
土
台
で
あ
り
、過
去
か
ら
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
。様
似
町
が
築
か
れ
た
土
台
、

そ
の
礎

い
し
ず
えは
先
人
た
ち
の
熱
意
と
努
力
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
先
人
に
、
心
か
ら
感

謝
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
町
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
ア
イ

ヌ
の
深
い
知
恵
と
文
化
が
、
町
を
豊
か
に
彩
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ま
に
も
、
深
い
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

様
似
町
は
北
海
道
の
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
し
、
ア
ポ
イ
岳
を
代
表
と
す
る
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
一
年
を
通
じ
て
穏
や
か

発
刊
の
こ
と
ば

様
似
町
長
　

荒
木
輝
明
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〔2〕

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
平
成
二
十
七
年
に
は
、ア
ポ
イ
の
か
ん
ら
ん
岩
や
高
山
植
物
な
ど
の
貴
重
な
自
然
が
評
価
さ
れ
、

「
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
の
歴
史
と
自
然
の
驚
異
が
交
わ

る
こ
の
地
は
、
世
界
的
な
価
値
を
も
つ
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
定
は
様
似
町
の
宝
物
で
あ
り
、
未
来
へ
の
遺

産
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然
の
恵
み
を
守
り
な
が
ら
、
未
来
の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
く
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
方
の
過
疎
化
や
超
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
、
様
似
町
に
も
大
き
な
変
化
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
二
年
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
中
が
こ
の
未み

曾ぞ

有う

の
困
難
に
直
面
す
る
中
、
様
似
町
も
そ
の

影
響
を
受
け
、
多
く
の
困
難
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
が
健
康
や
生
活
に
影
響
を
受
け

て
大
変
な
時
期
を
過
ご
さ
れ
た
中
で
、『
新
様
似
町
史〔
第
二
巻
〕』
の
制
作
や
編
さ
ん
作
業
に
お
い
て
も
予
定
ど
お
り
進
行
し

な
い
状
況
が
続
き
、
発
刊
が
予
定
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
が
見
通
せ
ず
困
難
な
社
会
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
目
指
す
「
町
民
が
し
あ
わ
せ
と
感
じ
ら
れ

る
町
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
史
の
制
作
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
様
似
町
の
す
べ
て
の
町
民
の
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
『
新
様
似
町
史〔
第
二
巻
〕』
が
多
く
の
方
に
読
ま
れ
、
学
術
・
文
化
の
振
興
並
び
に
様
似
町
の
こ
と
を
よ
り
深

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月
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凡
　
例

一
　
本
書
は
、
既
刊
の
『
改
訂
様
似
町
史
』（
平
成
四
年
八
月
刊
）
並
び
に
『
新
様
似
町
史
』（
平
成
五
年
九
月
刊
）
の

続
編
と
し
て
編
さ
ん
し
た
。

二
　
本
書
の
原
則
的
な
記
述
範
囲
は
、
既
刊
町
史
に
記
載
さ
れ
た
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
以
降
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
ま
で
と
し
た
。
た
だ
し
、記
述
範
囲
よ
り
過
去
の
事
実
を
記
す
こ
と
で
歴
史
の
理
解
が
深
ま
る
と
思
わ
れ
る
事
項
、

及
び
既
刊
町
史
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
既
刊
町
史
と
の
間
に
記
述
の
空
白
が
生
じ
な
い
よ
う
、

平
成
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
記
述
す
べ
く
努
め
た
。
ま
た
、
採
録
が
可
能
で
あ
っ
た
一
部
事
項
に
つ
い
て
は
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
以
降
の
事
項
も
記
し
た
。
な
お
、
巻
末
の
「
年
表
」
に
つ
い
て
は
、
既
刊
『
新
様
似
町
史
』
に
平

成
五
年
一
月
ま
で
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
は
平
成
五
年
か
ら
起
筆
し
た
。

三
　
文
章
（
本
文
）
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

⑴	

常
用
漢
字
及
び
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
、
歴
史
用
語
、
専
門
用
語
な
ど
に
つ
い
て
は
必

ず
し
も
こ
の
原
則
に
よ
ら
ず
、
常
用
漢
字
の
表
外
漢
字
や
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
適
宜
ル
ビ
（
ふ
り
が
な
）

を
付
し
た
。

⑵	

年
の
表
記
は
、
国
内
の
事
項
に
つ
い
て
は
和
暦
（
元
号
）
を
用
い
、
小
見
出
し
ご
と
の
初
出
に
限
り
（
　
）
内
に
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凡　　　例

西
暦
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
元
号
を
ま
た
ぎ
期
間
の
幅
を
示
す
場
合
は
、「
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
〜
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
」
の
よ
う
に
両
方
の
元
号
に
西
暦
を
付
し
た
。
ま
た
、国
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、西
暦
（
和
暦
）

の
順
と
し
た
。
な
お
、
本
書
巻
末
に
明
治
時
代
以
降
の
「
和
暦
（
元
号
）・
西
暦
対
照
表
」
を
掲
載
し
た
。

⑶	
人
名
の
扱
い
は
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
公
表
さ
れ
て
い
る
場
合
や
公
人
の
立
場
で
使
用
す
る
場
合

な
ど
に
限
定
し
て
掲
載
し
た
。

⑷	

敬
称
は
、
歴
史
書
の
慣
用
に
倣
い
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

⑸	

歴
代
の
各
役
職
の
氏
名
の
後
の（
　
）内
に
任
期
を
示
し
た
。
任
期
を
示
す
年
号
は
、明
治
を「
明
」、大
正
を「
大
」、

昭
和
を
「
昭
」、
平
成
を
「
平
」、
令
和
を
「
令
」
と
略
記
し
た
。

⑹	

本
文
中
の
数
字
は
、
原
則
と
し
て
漢
数
字
で
表
記
し
た
。
世
紀
、
年
月
日
、
年
齢
、
条
名
（
法
律
・
条
例
等
）、

概
数
を
示
す
漢
数
字
に
十
・
百
の
単
位
語
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
統
計
数
字
等
に
つ
い
て
は
十
・
百
・
千
の
単

位
語
は
用
い
ず
、
万
・
億
の
単
位
語
の
み
使
用
し
た
。
な
お
、
事
業
名
や
行
事
名
等
の
固
有
名
詞
や
引
用
文
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
の
使
用
を
原
則
と
し
た
。

⑺	

職
業
名
や
病
名
な
ど
、
法
令
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
事
由
を
尊
重
し
、
変
更

後
の
名
称
を
用
い
て
記
述
し
た
（
例
＝
記
述
当
時
の
名
称
「
成
人
病
」
→
変
更
後
の
名
称
「
生
活
習
慣
病
」、「
痴

呆
症
」
→
「
認
知
症
」、「
保
健
婦
」
→
「
保
健
師
」、「
看
護
婦
」
→
「
看
護
師
」
な
ど
）。

⑻	

障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
、
一
般
名
詞
に
つ
い
て
は
「
障
害
」
の
文
字
を
用
い
ず
「
障
が
い
」
の

表
記
を
用
い
た
。
こ
れ
は
、「
害
」
の
も
つ
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
不
快
に
思
う
人
に
配
慮
し
て
平
仮
名
で
表
記

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
障
害
」の
文
字
を
用
い
て
い
る
計
画
名
・
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事
業
名
・
団
体
名
ま
た
は
法
令
等
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
書
で
は
「
障
が
い
」
及
び

「
障
害
」
の
表
記
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

⑼	

人
権
意
識
に
照
ら
し
て
使
用
に
適
し
て
い
な
い
語
句
に
つ
い
て
、
記
述
す
る
時
代
・
時
期
に
使
わ
れ
て
い
た
表
現

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
実
に
基
づ
い
た
科
学
的
歴
史
研
究
を
進
め
る
立
場
か
ら
そ

の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
絶
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

四
　
図
表
（
統
計
表
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

⑴	

資
料
出
所
名
に
つ
い
て
は
図
表
ご
と
に
付
記
し
た
。
た
だ
し
、
図
表
に
資
料
出
所
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は

町
の
資
料
に
拠
っ
た
。

⑵	

統
計
表
中
の
符
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

	

「
0
」
…
…
単
位
未
満
の
も
の

	

…
…
該
当
数
字
が
な
い
も
の

	

「
−
」
…
…
不
詳
ま
た
は
資
料
が
な
い
も
の

	

「
x
」
…
…
該
当
数
字
が
あ
る
が
、
統
計
法
に
よ
り
公
表
を
控
え
た
も
の

	

「
　
」（
空
欄
）
…
…
原
資
料
が
空
欄
で
、
右
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
不
明
な
も
の

⑶	

統
計
表
の
数
字
は
、
表
に
よ
っ
て
、
単
位
以
下
切
り
捨
て
、
ま
た
は
四
捨
五
入
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
数

と
内
訳
の
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

五	

本
書
の
執
筆
・
編
さ
ん
に
際
し
て
は
、
種
々
の
研
究
成
果
を
参
考
と
し
、
関
係
機
関
や
市
民
団
体
等
か
ら
提
供
を
受

け
た
資
料
・
情
報
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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2

第１章　町 の 概 要

第
一
章
　
町
の
概
要

第
一
節
　
位
置
と
面
積

位
　
　
　
置

様
似
町
は
、
北
海
道
の
中
央
南
部
に
位
置
し
、
日
高
振
興
局
管
内
の
様
似
郡
に
属
す
る
。
北
海
道
を
南
北
に
貫
く
日
高
山
脈

の
南
西
麓
を
町
域
と
し
、
東
側
で
え
り
も
町
、
西
側
で
浦
河
町
（
共
に
日
高
振
興
局
管
内
）、
北
東
側
で
広
尾
町
（
十
勝
総
合

振
興
局
管
内
）
と
接
し
、
南
は
太
平
洋
に
臨
む
。

町
域
の
地
理
座
標
は
、
東
経
一
四
二
度
五
一
分
四
九
秒
〜
一
四
三
度
一
二
分
一
一
秒
、
北
緯
四
二
度
〇
三
分
三
九
秒
〜
四
二

度
一
五
分
三
七
秒
で
あ
り
、
町
役
場
は
東
経
一
四
二
度
五
六
分
〇
二
秒
、
北
緯
四
二
度
〇
七
分
四
〇
秒
に
位
置
す
る
（
図
表

1–

1–

1
参
照
）。

標
高
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
町
域
の
北
端
（
日
高
山
脈
南
部
の
稜
線
上
）
が
最
高
点
（
標
高
一
三
六
五
㍍
）
で
、
町
の
平
均

標
高
は
一
三
四
㍍
、
居
住
地
の
平
均
海
抜
は
七
〇
・
六
㍍
で
あ
る
。

ま
た
、
道
内
各
地
か
ら
様
似
町
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
図
表
1–

1–
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
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3

第１編　様似町の全容

図表1–1–1　様似町の位置（令和２年10月現在）

図表1–1–2　様似町への交通アクセス

面　　積 364.30㎢

幅と長さ
東西約20.2㎞

南北約20.6㎞

海 岸 線 約24.2㎞

標高
役　　場 3.5m
居住地の
平均標高 70.6m

資料：国土地理院

資料：様似町ホームページ

東端
東経143度12分11秒
北緯42度06分15秒	

西端
東経142度51分49秒
北緯42度08分11秒

南端
東経143度04分04秒
北緯42度03分39秒

北端
東経143度07分01秒
北緯42度15分37秒

◉様似町役場

東経 142度56分02秒

北緯 42度07分40秒

西端

南端

東端

北端

◉

様似町函館市

釧路市

網走市
旭川市

帯広市

稚内市

札幌市

苫小牧市
Ｎ

とかち帯広空港

新千歳空港

道内各地（様似町までの距離） 交通機関 所要時間

札幌市から（約185㎞）
自動車 約３時間10分
バ　ス 約３時間30分

新千歳空港から（約150㎞）
自動車 約２時間30分
バ　ス 約３時間30分

苫小牧市から（約150㎞）
自動車 約２時間30分
バ　ス 約３時間20分

とかち帯広空港から（約110㎞） 自動車 約１時間50分
帯広市から（約140㎞） 自動車 約２時間30分
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第１章　町 の 概 要

面
　
　
　
積

町
域
は
東
西
約
二
〇
・
二
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

、
南
北
約
二
〇
・
六
キ
ロ

　
　

メ
ー

ト
ル

、
面
積
は
三
六
四
・
三
〇
平
方
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
そ
の
広

さ
は
、
日
高
振
興
局
の
七
町
の
中
で
は
六
番
目
、
道
内
一

七
九
市
町
村
の
中
で
は
九
五
番
目
で
あ
り
、
森
町
（
渡
島

総
合
振
興
局
管
内
）、池
田
町
（
十
勝
総
合
振
興
局
管
内
）、

増
毛
町
（
留
萌
振
興
局
管
内
）、
興
部
町
（
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
管
内
）
と
ほ
ぼ
同
面
積
で
あ
る
。

第
二
節
　
地
　
　
　
形

１
．
地
形
の
概
要

様
似
町
は
、
北
海
道
中
央
部
を
縦
断
す
る
日
高
山
脈
の

南
端
と
太
平
洋
の
海
岸
線
の
交
点
に
位
置
す
る
。

町
域
の
大
半
を
占
め
る
の
は
日
高
山
脈
と
そ
の
周
辺
の

山
々
で
あ
り
、
海
岸
線
付
近
に
わ
ず
か
な
丘
陵
と
河
川
沿

日高山脈とその山麓、丘陵、河川低地、海岸が織りなす変化に富んだ様似町の地形
（撮影：平成11年７月）

様似.indd   4様似.indd   4 2023/11/19   8:512023/11/19   8:51



5

第１編　様似町の全容

い
に
狭
小
な
低
地
が
広
が
り
、
こ
こ
が
主
な
生
活
圏
と
な
っ
て
い
る
。
平
地
か
ら
は
、
東
方
に
ア
ポ
イ
山
塊
、
北
方
に
日
高
山

脈
南
部
の
主
稜
線
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

中
小
の
河
川
の
主
流
は
、
お
お
よ
そ
北
東
側
の
山
岳
及
び
丘
陵
か
ら
発
し
て
海
岸
線
に
向
か
っ
て
南
西
方
向
に
流
下
し
て
、

太
平
洋
に
注
い
で
い
る
が
、
主
流
に
合
流
す
る
支
流
に
は
系
統
的
な
方
向
性
は
見
ら
れ
な
い
。

海
岸
線
は
、
様
似
地
域
よ
り
西
で
は
比
較
的
単
調
で
あ
る
が
、
様
似
地
域
に
入
る
と
に
わ
か
に
変
化
に
富
み
、
浸
食
に
よ
っ

て
で
き
た
奇
岩
が
海
上
に
そ
び
え
る
様
似
海
岸
や
、
ア
ポ
イ
岳
の
裾
が
海
に
接
す
る
海
岸
線
に
は
約
六
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

続
く
海
食
崖
が
随

所
に
発
達
し
、
日
高
耶や

馬ば

溪け
い

と
呼
ば
れ
る
景
勝
地
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
様
似
町
の
地
形
を
、
河
川
、
山
地
・
丘
陵
、
段
丘
地
形
、
山
麓
緩
斜
面
及
び
地
す
べ
り
地
形
、
海
岸
部
に
分
類
し

て
記
述
す
る
が
、河
川
と
海
岸
部
以
外
の
分
類
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
の
研
究
成
果
「
地
質
説
明
書
」

（
巻
末
「
主
な
参
考
文
献
」
参
照
）
を
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

２
．
河
　
　
　
川

様
似
町
の
河
川
図
を
図
表
1–

1–

3
に
、
水
系
別
の
一
覧
表
を
図
表
1–

1–

4
に
示
し
た
。

主
要
な
も
の
と
し
て
様
似
川
、
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
、
幌
満
川
、
よ
り
規
模
の
小
さ
な
水
系
と
し
て
ル
サ
キ
川
、
鵜う

苫と
ま

川
、
海う

ん

辺べ

川
、
門
別
川
、
ポ
ロ
サ
ヌ
シ
ベ
ツ
川
、
冬
島
川
な
ど
が
あ
る
。
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第１章　町 の 概 要

図表1–1–3　様似町の河川

冬島川

イサカナイ川

シャモマナイ川

ニカ ン ベ ツ川

海
辺
川

鵜
苫
川
冬
似
川 門

別
川

山
中
川 幌

満
川

様
似
川 ポ

ロ
サ
ヌ
シ
ベツ
川

シ
ミ
チ
カ
ッ
プ
川

キ
リ
シ
タ
ナ
イ
川

カ
ネ
カ
リ
ウ
シ
ナ
イ
川

ポ
ン
サ
ヌ
シ
ベツ
川

オ
ソ
ス
ケ
ウ
ス
川

コ
ト
ニ
川

川
川

川
別
門川

満

幌

似

辺

様

海

ル
ラ
ン
ベツ
川

ル
サ
キ
川

ポ
ン
ニ
カ
ン
ベツ
川

川
ペ
ュ
シ
ベ
ル

キ
プ
チ
川

ア
ブ
サ
リ
川

右
１
号
の
川

サリナイ
川

Ｎ

主
要
河
川

〈
様
似
川
〉

様
似
川
は
日
高
山
脈
に
源
を
発
し
、
多

く
の
支
流
を
集
め
て
南
下
、
新
富
を
過
ぎ

て
か
ら
様
似
川
低
地
を
開
き
、
岡
田
・
田

代
地
区
の
間
を
流
れ
て
、
町
中
心
部
を
経

て
太
平
洋
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
二
二
・
三

キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

、
流
域
面
積
八
三
・
六
平
方
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

の

二
級
河
川
（
北
海
道
が
管
理
す
る
河
川
）

で
あ
る
。
河
川
の
下
刻
に
伴
う
浸
食
に
よ

り
、
中
・
下
流
で
狭
い
谷
底
低
地
を
形
成

し
て
い
る
が
、
河
口
付
近
の
河
川
勾
配
は

緩
や
か
で
あ
る
。
下
流
域
の
水
害
防
除
を

目
的
に
、
昭
和
五
十（
一
九
七
五
）年
に
字

新
富
地
先
に
様
似
ダ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。

〈
幌
満
川
〉

幌
満
川
は
日
高
山
脈
の
広
尾
岳
（
標
高

一
二
三
一
㍍
）
に
源
を
発
し
、幌
満
湖
（
ダ
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第１編　様似町の全容

図表1–1–4　様似町の水系一覧
水系 主流 支流・派川

様似川水系 様似川

オコタヌシ川、シンノスケシュンベツ川、ポ
ンエサマンベツ川、タキナイ川、ソーエサ
マンベツ川、メナシュンベツ川、イサカナイ
川、シャモマナイ川、アブサリ川、サルマッ
プ川、サリナイ川 ほか

幌満川水系 幌満川 パンケ川、キリプネイ川、オピラルカオマッ
プ川、フチミ川、オナルシベ川、古川

ニカンベツ川水系 ニカンベツ川 ポンニカンベツ川、右１号の川、キプチ川、
ルベシュペ川 ほか

ルサキ川水系 ルサキ川
ルランベツ川水系 ルランベツ川
山中川水系 山中川
オソスケウス川水系 オソスケウス川
コトニ川水系 コトニ川
冬島川水系 冬島川
ポンサヌシベツ川水系 ポンサヌシベツ川
ポロサヌシベツ川水系 ポロサヌシベツ川
シミチカップ川水系 シミチカップ川
門別川水系 門別川 ポンモンベツ川、ポンヒラウ川 ほか
カネカリウシナイ川水系 カネカリウシナイ川
キリシタナイ川水系 キリシタナイ川
海辺川水系 海辺川 ポンウンベ川 ほか
冬似川水系 冬似川 ポン冬似川 ほか
鵜苫川水系 鵜苫川

ム
湖
）
か
ら
幌
満
峡
を
経
て
南
流
し
、
日

高
耶
馬
溪
付
近
の
河
口
で
太
平
洋
に
注

ぐ
。
流
路
延
長
二
四
・
八
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

、
流
域
面

積
一
五
九
・
八
平
方
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

の
二
級
河
川
で

あ
る
。

中
流
部
に
あ
る
新
日
本
電
工
㈱
の
水
力

発
電
専
用
ダ
ム
で
あ
る
幌
満
川
第
三
発
電

所
ダ
ム
は
、
民
間
企
業
が
所
有
す
る
ダ
ム

と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
貯
水
容
量
を
誇

り
、
現
在
は
二
カ
所
の
水
力
発
電
所
で
約

一
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト

の
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

ダ
ム
は
、
か
ん
ら
ん
岩
体
の
北
縁
部
に
位

置
し
、
ダ
ム
よ
り
下
流
（
南
側
）
に
は
幌

満
川
が
か
ん
ら
ん
岩
の
分
布
地
帯
を
削
っ

て
つ
く
り
出
し
た
幌
満
峡
が
約
一
〇
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
続
き
、
ダ
ム
よ
り
上
流
（
北

側
）
で
は
変
成
岩
や
深
成
岩
な
ど
の
地
帯

が
広
が
り
、
地
形
が
一
変
す
る
。
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第１章　町 の 概 要

〈
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
〉

様
似
町
の
東
端
近
く
の
二
観
別
岳（
一
〇
〇
五
・

七
㍍
）
を
源
流
と
し
て
、
え
り
も
町
と
の
町
境
を

画
し
て
南
下
し
た
後
、
中
流
部
で
向
き
を
西
に
変

え
、
南
流
し
て
く
る
ポ
ン
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
、
右
１

号
の
川
、
ル
ベ
シ
ュ
ペ
川
な
ど
の
支
流
と
合
流
し

て
、
旭
漁
港
近
く
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
一
三
・
四

キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

、
流
域
面
積
五
三
・
六
平
方
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

の
普
通
河

川
（
町
が
管
理
す
る
河
川
）
で
あ
る
。
中
・
下
流

で
は
狭
い
谷
底
低
地
を
形
成
す
る
が
、
河
口
付
近

は
河
川
勾
配
が
緩
や
か
で
、
河
口
か
ら
六
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

の

地
点
で
標
高
は
八
九
㍍
で
あ
る
。

３
．
山
地
・
丘
陵

本
稿
で
は
、
地
形
の
険
し
さ
や
高
度
分
布
な
ど

の
特
徴
に
基
づ
い
て
、
様
似
町
内
の
地
形
を
次
の

五
つ
に
区
分
す
る
（
図
表
1–

1–

5
参
照
）。

資料：	地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 環境・地質研究本部 地質研究所「平
成29年度受託研究報告書 アポイ岳ジオパークにおける地質図編（地質説明書）」
（平成30年３月）を一部加工

図表1–1–5　様似町の地形概略図

北緯42°10′00″

東経142°50′00″ 東経143°00′00″ 東経143°10′00″

日
新

海辺丘陵

幌
富 満山

山
地

地 高
山
脈

様似町役場

ピンネシリ

アポイ岳
様
似
川
低
地

▲

▲
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9

第１編　様似町の全容

①
　
日
高
山
脈

②
　
幌
満
山
地

③
　
新
富
山
地

④
　
海う

ん

辺べ

丘
陵

⑤
　
様
似
川
低
地

日
高
山
脈

日
高
山
脈
は
、
狩
勝
峠
付
近
を
北
端
、
え
り
も
町
付
近
を
南
端
と

す
る
南
北
約
一
四
〇
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
山
脈
で
あ
る
。
山
脈
北
部
の
幌
尻

岳
（
標
高
二
〇
五
二
・
四
㍍
）
を
最
高
峰
と
し
、
一
八
〇
〇
㍍
超
の

ピ
ー
ク
が
並
ぶ
が
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
（
一
七
三
五
・
八
㍍
／
新
ひ
だ
か

町
静
内
高
見
）
よ
り
南
に
な
る
と
急
速
に
高
度
を
下
げ
て
い
く
。
浦

河
町
と
広
尾
町
に
ま
た
が
る
楽ら

っ

古こ

岳だ
け

は
標
高
一
四
七
一
・
四
㍍
で
、

こ
の
楽
古
岳
の
南
方
一
・
五
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

に
あ
る
標
高
一
三
六
五
㍍
の
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
（
複
数
の
方
向
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
尾
根
の
合

流
地
点
に
あ
る
ピ
ー
ク
）
が
、様
似
町
内
に
お
け
る
最
高
点
で
あ
る
。

そ
れ
以
南
で
は
さ
ら
に
標
高
を
下
げ
、
一
〇
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
㍍
前

後
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
な
ど
が
続
き
、
そ
れ
ら
を
お
お
む
ね

鵜苫の海岸からアポイ岳を望む
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第１章　町 の 概 要

六
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
㍍
程
度
の
稜
線
が
つ
な
い
で
い
る
。
主
稜
線
を
な
す
尾
根
は
や
や
幅
広
く
な
り
、
幌
満
川
の
上
流
で
は
、

し
ば
し
ば
緩
斜
面
が
発
達
し
て
い
る
。
日
高
山
脈
北
部
〜
中
部
に
比
べ
、
主
稜
線
〜
稜
線
直
下
が
斜
面
崩
壊
な
ど
に
よ
り
裸
地

と
な
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

幌
満
山
地

幌
満
山
地
は
、
ア
ポ
イ
岳
（
標
高
八
一
〇
・
五
㍍
）
か
ら
ピ
ン
ネ

シ
リ
（
標
高
九
五
七
・
七
㍍
）
へ
北
へ
連
な
る
山
塊
よ
り
も
東
側
を

占
め
る
山
域
を
指
す
。
こ
の
山
域
は
、
標
高
数
百
㍍
程
度
の
比
較
的

急
峻
な
山
地
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
丘
陵
や
低
地
は
海
岸
線
や
河
川

沿
い
を
除
き
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

山
地
の
標
高
は
海
岸
付
近
で
は
二
〇
〇
〜
四
〇
〇
㍍
程
度
だ
が
、

北
東
に
向
か
っ
て
次
第
に
標
高
が
高
く
な
り
、
日
高
山
脈
の
主
稜
線

に
至
る
。
ピ
ン
ネ
シ
リ
か
ら
ア
ポ
イ
岳
へ
と
連
な
る
稜
線
は
標
高
七

〇
〇
〜
九
〇
〇
㍍
と
、
周
辺
の
山
地
に
比
べ
て
抜
き
ん
出
て
高
い
。

新
富
山
地

新
富
山
地
は
、
ア
ポ
イ
岳
か
ら
ピ
ン
ネ
シ
リ
及
び
そ
の
北
方
へ
続

く
山
塊
か
ら
西
側
、
門
別
川
中
流
と
様
似
ダ
ム
を
結
ぶ
線
か
ら
北
側

錦栄橋付近から新富山地を望む
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第１編　様似町の全容

の
山
域
を
指
す
。
こ
の
山
域
は
、
標
高
二
〇
〇
〜
七
〇
〇
㍍
程
度
の

緩
や
か
な
山
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
尾
根
は
幅
が
狭
い
な
が
ら
も

平
坦
面
と
な
っ
て
お
り
、
面
の
標
高
は
門
別
川
中
流
か
ら
田
代
で
は

標
高
二
〇
〇
〜
二
五
〇
㍍
前
後
、
北
方
へ
向
か
っ
て
高
度
を
上
げ
、

さ
ま
に
湖
付
近
で
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
㍍
、
さ
ら
に
北
方
で
は
五
〇

〇
〜
七
〇
〇
㍍
前
後
と
な
る
。
山
麓
に
緩
や
か
な
起
伏
の
緩
斜
面
が

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
下
方
は
段
丘
化
し
て
い
る
。

海
辺
丘
陵

海
浜
丘
陵
は
、
様
似
川
の
西
岸
で
、
様
似
川
の
支
流
で
あ
る
シ
ャ

モ
マ
ナ
イ
川
流
域
か
ら
浦
河
町
上
杵
臼
を
結
ぶ
線
よ
り
も
海
側
に
分

布
す
る
丘
陵
を
指
す
。
こ
の
地
域
は
、
標
高
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
㍍
前

後
の
き
わ
め
て
緩
や
か
な
丘
陵
地
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
の

頂
部
に
は
、
幅
一
〇
〇
㍍
か
ら
〜
数
百
㍍
に
及
ぶ
平
坦
面
が
発
達
し

て
い
る
。
平
坦
面
の
高
さ
に
は
定
高
性
が
あ
り
、
大
海
辺
付
近
で
二

〇
〇
㍍
前
後
、
海
岸
線
付
近
で
一
〇
〇
㍍
前
後
と
、
海
側
に
向
か
っ

て
低
下
し
て
い
る
。

西
町
〜
鵜
苫
沢
に
か
け
て
と
小
海
辺
〜
大
海
辺
に
か
け
て
は
、
周

海 辺 丘 陵

海辺丘陵（左手前はエンルム岬）
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第１章　町 の 概 要

囲
に
比
べ
て
尾
根
の
平
坦
面
の
高
さ
が
二
〇
〜
五
〇
㍍
程
度
と
低

く
、尾
根
か
ら
斜
面
に
小
さ
な
沢
が
著
し
く
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
地
域
で
は
、
尾
根
が
北
西
〜
南
東
方
向
に
延
び
て
分
布
す
る
傾

向
が
あ
る
。

低
地
に
河
川
が
注
ぎ
込
む
箇
所
で
は
、
低
地
と
山
地
・
丘
陵
の
境

界
に
小
規
模
で
や
や
急
傾
斜
な
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

様
似
川
低
地

様
似
川
低
地
は
、
様
似
川
の
中
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
、
幅
五
〇

〇
㍍
か
ら
一
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
広
が
る
平
坦
な
低
地
で
あ
る
。
標
高

は
岡
田
付
近
で
約
二
六
㍍
、
旧
様
似
駅
（
令
和
三
〔
二
〇
二
一
〕
年

四
月
廃
止
）
付
近
で
四
・
二
㍍
で
あ
る
。
平
地
と
山
地
・
丘
陵
の
境

界
に
は
、
低
地
か
ら
の
高
度
差
が
数
㍍
か
ら
三
〇
㍍
程
度
の
段
丘
が

断
続
的
に
認
め
ら
れ
、
様
似
川
低
地
で
も
、
低
地
に
河
川
が
注
ぎ
込

む
箇
所
で
は
扇
状
地
が
多
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。

海
岸
線
沿
い
に
は
ご
く
小
規
模
な
が
ら
砂
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
顕
著
な
砂
丘
は
、
様
似
町
の
西
隣
を
流
れ
る
日
高
幌

別
川
の
河
口
に
見
ら
れ
る
が
、
様
似
町
で
も
様
似
川
の
河
口
域
、
国

海岸部に市街地が広がる様似川低地
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第１編　様似町の全容

道
三
三
六
号
の
海
岸
側
に
高
度
差
が
数
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

か
ら
一
㍍
前
後
の
微
高
地
と
し
て
認
め

ら
れ
る
。
幌
満
川
や
鵜
苫
川
河
口
に
も
ご
く
小
規
模
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
旧
様
似
駅
付

近
に
も
高
度
差
が
数
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

か
ら
一
㍍
以
下
の
微
高
地
が
認
め
ら
れ
る
が
、
市
街
化
に

よ
り
地
形
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

４
．
段
丘
地
形

段
丘
は
、
過
去
に
海
や
河
川
の
水
中
で
形
成
さ
れ
た
平
坦
面
が
そ
の
後
に
水
面
か
ら

離
れ
た
地
形
で
あ
り
、
様
似
町
で
は
海
岸
線
沿
い
と
主
要
河
川
沿
い
に
断
片
的
に
認
め

ら
れ
る
。

海
岸
線
に
沿
っ
た
段
丘
は
、海
水
面
の
変
動
や
地
盤
の
隆
起
に
伴
い
形
成
さ
れ
た「
海

岸
段
丘
」
と
呼
ば
れ
、
様
似
町
西
部
の
鵜
苫
付
近
、
ま
た
様
似
海
岸
か
ら
冬
島
及
び
幌

満
海
岸
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。
五
万
分
の
一
地
質
図
幅
説
明
書
「
幌ほ

ろ

泉い
ず
み」（

昭
和
三
十

一
〔
一
九
五
六
〕
年
刊
）
に
は
、
最
高
三
〇
〇
㍍
を
超
え
る
高
位
の
段
丘
か
ら
、
二
〇

㍍
以
下
の
低
位
の
段
丘
ま
で
、
全
体
で
四
段
の
段
丘
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
冬
島
か
ら

ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
河
口
に
か
け
て
は
、
海
岸
線
沿
い
の
低
地
が
存
在
し
な
い
か
極
端
に
狭

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
段
丘
面
は
比
較
的
安
全
に
歩
行
で
き
る
交
通
路
と
し
て
貴
重

で
あ
っ
た
。
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
江
戸
幕
府
が
北
方
警
備
の
た
め
に
開
削
し

アポイ岳の南西山麓部から様似〜幌満海岸にかけて広がる海岸段丘。全体で４段
の段丘が見られる（様似町「アポイ岳ジオパーク──世界ジオパークネットワー
ク加盟申請書」より）
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第１章　町 の 概 要

た
様
似
山
道
（
全
長
約
六
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

の
官
道
）
は
、
こ
の
海
食
崖
や
緩
斜
面
に
道
を
開
き
、
段
丘
面
上
の
歩
道
と
接
続
し
て
陸
路
と

し
た
も
の
で
あ
る
（「
第
六
編
第
三
章
第
三
節
」
参
照
）。

河
川
沿
い
の
段
丘
は
、
海
水
面
の
変
動
と
山
地
・
丘
陵
か
ら
の
土
砂
の
供
給
に
よ
り
形
成
さ
れ
、「
河
岸
段
丘
」
と
呼
ば
れ
る
。

各
河
川
で
は
、
沖
積
低
地
よ
り
も
一
段
高
い
低
位
段
丘
面
を
除
き
、
段
丘
面
は
狭
小
で
、
そ
れ
ほ
ど
発
達
は
し
て
い
な
い
。
例

外
は
ア
ポ
イ
岳
南
西
麓
及
び
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
河
口
部
で
あ
り
、
三
段
か
ら
五
段
の
河
岸
段
丘
面
が
顕
著
に
発
達
し
て
い
る
。

冬
似
か
ら
鵜
苫
に
か
け
て
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
標
高
四
・
五
〜
五
・
〇
㍍
前
後
の
平
滑
な
面
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

５
．
山
麓
緩
斜
面
及
び
地
す
べ
り
地
形

山
麓
緩
斜
面

山
麓
緩
斜
面
と
は
、
山
地
や
丘
陵
が
浸
食
さ
れ
る
過
程
で
、
斜
面
の
下
部
に
形
成
さ
れ
る
傾
斜
の
緩
や
か
な
斜
面
の
こ
と
で

あ
り
、
様
似
町
内
で
は
、
海
辺
川
や
様
似
川
の
中
・
上
流
、
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
中
流
か
ら
幌
満
川
中
流
で
見
ら
れ
る
。

様
似
川
中
流
か
ら
海
辺
川
中
流
に
か
け
て
は
、丘
陵
の
頂
部
直
下
か
ら
低
地
（
段
丘
面
）
に
か
け
て
比
較
的
広
く
分
布
す
る
。

丘
陵
を
構
成
す
る
斜
面
も
緩
傾
斜
な
た
め
、
山
麓
緩
斜
面
と
の
境
界
は
し
ば
し
ば
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
風
化
に

よ
り
破
砕
し
た
砂
岩
・
泥
岩
と
、
凍
結
と
融
解
の
繰
り
返
し
（
凍
結
融
解
作
用
）
に
よ
っ
て
破
砕
さ
れ
た
岩
石
が
混
じ
っ
た
土

砂
が
広
く
分
布
し
て
い
る
た
め
、
緩
斜
面
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
中
流
か
ら
幌
満
川
中
流
、
さ
ら
に
様
似
川
上
流
に
か
け
て
は
、
山
地
を
構
成
す
る
斜
面
の
下
部
、
地

す
べ
り
滑
落
崖
状
の
凹
地
の
下
部
、
河
川
の
最
上
流
部
な
ど
に
山
麓
緩
斜
面
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
凍
結
融
解
作
用
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第１編　様似町の全容

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
緩
斜
面
が
残
存
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
古
い
段
丘
面
や
、
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
移
動
し
た
土
塊
が
斜
面

化
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

地
す
べ
り
地
形

地
す
べ
り
地
形
は
、
様
似
川
上
流
部
、
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
の
中
・
上
流
部
及
び
ア
ポ
イ
岳
か
ら
幌
満
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
幌
満
川
上
流
部
に
も
、
わ
ず
か
だ
が
、
地
す
べ
り
地
形
の
可
能
性
が
あ
る
緩
斜
面
が
存
在
す
る
。

様
似
川
上
流
部
の
地
す
べ
り
地
形
は
、
さ
ま
に
湖
の
西
方
に
広
が
る
山
地
の
南
斜
面
（
泥
岩
・
砂
岩
の
分
布
域
）
に
集
中
し

て
い
る
。
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
移
動
し
た
土
塊
の
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
長
径
数
百
㍍
に
達
す
る
が
、
崖
状
の
地
形
は
必
ず
し
も

明
瞭
で
は
な
い
。

ア
ポ
イ
岳
か
ら
幌
満
に
か
け
て
の
地
す
べ
り
地
形
は
、
山
地
の
斜
面
に
散
在
し
て
い
る
。
様
似
川
上
流
部
に
比
べ
て
大
規
模

な
も
の
は
少
な
く
、
移
動
し
た
土
塊
は
長
径
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
㍍
程
度
以
下
の
も
の
が
多
い
。

６
．
海
岸
部
の
地
形

海
岸
部
に
目
を
向
け
る
と
、
鵜
苫
か
ら
様
似
漁
港
を
経
て
エ
ン
ル
ム
岬
ま
で
、
塩
釜
ト
ン
ネ
ル
の
大
岩
、
ロ
ー
ソ
ク
岩
、
親

子
岩
、
ソ
ビ
ラ
岩
な
ど
、
奇
岩
で
知
ら
れ
る
独
特
の
海
岸
景
観
が
続
く
。

こ
れ
ら
の
奇
岩
は
、
約
一
七
〇
〇
万
年
前
、
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
で
き
た
地
層
の
割
れ
目
に
マ
グ
マ
が
入
り
込
ん
で
で
き
た

「
ひ
ん
岩
」
と
呼
ば
れ
る
火
山
岩
の
一
種
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
わ
り
の
風
化
・
浸
食
さ
れ
や
す
い
堆
積
岩
の
地
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第１章　町 の 概 要

資料：様似町「様似の大地の物語（ジオ・ストーリー）」を一部加工

地中深くから地層の
割れ目にマグマが入
り込み、冷えて硬い
ひん岩になる

海の波の浸食により、
まわりの地層が削り
取られ、硬いひん岩
が残る

硬いひん岩も、ところ
どころ削られ、現在の
姿になった

図表1–1–6　様似海岸における奇岩類の形成過程

親子岩エンルム岬（波食棚が見られる）

奇岩が並ぶ海岸景観

エンルム岬

ローソク岩

塩釜トンネルの大岩

ソビラ岩
親子岩

様似.indd   16様似.indd   16 2023/11/19   8:512023/11/19   8:51
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第１編　様似町の全容

層
が
波
や
風
で
削
り
取
ら
れ
、
硬
い
ひ
ん
岩
だ
け
が
今
の
形
で
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
表
1–

1–

6
参
照
）。

エ
ン
ル
ム
岬
の
裏
に
は
、
板
状
節
理
の
切
り
立
っ
た
崖
と
、
干
潮
時
に
現
れ
る
波
食
棚
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
ア
ポ
イ
岳
の
南
、
冬
島
か
ら
幌
満
に
か
け
て
、「
日
高
耶
馬
溪
」
と
呼
ば
れ
る
約
六
キ
ロ
　
　

メ
ー
ト
ル

続
く
断
崖
絶
壁
の
海
岸
が

あ
る
。
高
さ
一
〇
〇
㍍
に
及
ぶ
切
り
立
っ
た
崖
は
、
長
い
歳
月
の
間
に
波
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
で
き
た
海
食
崖
で
あ
る
。

日
高
耶
馬
溪
に
代
表
さ
れ
る
こ
う
し
た
海
食
崖
は
、
陸
地
が
海
に
よ
っ
て
直
接
浸
食
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（
図
表
1–
1–
7
参
照
）。
崖
が
海
岸
線
に
直
接
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
も
こ
の
海
岸
が
堆
積
の
場
で

図表1–1–7　日高耶馬溪の形成過程

資料：	様似町「様似の大地の物語（ジオ・ストー
リー）」を一部加工

海の潮の流れや
波が当たる陸地
の部分が浸食さ
れて、くぼみが
できる

くぼみの上の
部分が崩れ落
ちて、崖がで
きる

後退した陸に
海水が入り込
んで浸食し、
またくぼみが
できる

くぼみの上が
崩れ落ちて、
さらに崖が切
り立つ

これが繰り返さ
れて、断崖絶壁
の海食崖ができ
る

様似.indd   17様似.indd   17 2023/11/19   8:512023/11/19   8:51
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第１章　町 の 概 要

は
な
く
、
波
浪
に
よ
る
浸
食
で
海
岸
線
が
後
退
し
続
け
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
海
岸
段
丘
の
高
位
の
も
の
の
み
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
低
位
の
海
岸
段
丘
が
浸
食
に
よ
り
失

わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
の
海
岸
段
丘
上
に
様
似
山
道
が
開
削
さ
れ
、
さ
ら
に
ト

ン
ネ
ル
や
覆
道
に
よ
り
様
似
〜
襟
裳
間
の
海
岸
線
沿
い
の
交

通
路
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
こ
こ

を
通
る
旅
人
た
ち
は
、
波
が
引
く
一
瞬
の
間
を
ね
ら
っ
て
岩

場
を
走
り
抜
け
た
り
、
崖
を
よ
じ
登
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
海
岸
が
、
北
海
道
の
太
平
洋
岸
の
中
で

も
屈
指
の
交
通
難
所
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
地
形

的
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

断崖絶壁が続く日高耶馬溪
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第１編　様似町の全容

第
三
節
　
気
　
　
　
候

様
似
町
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
た
め
、
海
洋

性
気
候
で
、
気
候
区
分
で
は
冷
帯
湿
潤
気
候
に
属

す
る
。

図
表
1–

1–

8
に
、
様
似
町
の
月
別
の
気
象

状
況
を
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
例
示
し
た
。

ま
た
、
図
表
1–

1–

9
に
は
、
平
成
元
（
一

九
八
九
）
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
三
三
年
間
の

気
象
値
を
年
ご
と
に
示
し
た
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
多
少
風
や
波
は
強
く
な
る

が
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
雪
が
少
な
く
、
北
海
道

内
で
も
温
暖
な
地
域
と
さ
れ
て
い
る
。

令
和
三
年
の
年
間
平
均
気
温
は
九
・
〇
℃
で

（
平
成
元
年
以
降
三
三
年
間
の
平
均
気
温
は
八
・

図表1–1–8　様似町の月別気象状況（令和３年）
区分

月

気温（℃） 降水量
（mm）

降雪の深さ
合計
（㎝）

日照時間
（時間）平均 最高 最低

1 -3.2 6.2 -11.0 47.5	 100 116.7
2 -2.0 9.8 -10.3 51.5 40 130.5
3 3.2 12.1 -7.1 125.5 4 194.3
4 5.5 14.6 -2.0 154.0 1 231.2
5 10.3 19.4 3.3 140.5 − 177.5
6 15.1 24.3 7.7 108.5 − 223.1
7 19.8 30.7 13.4 67.5 − 170.5
8 20.5 31.1 11.9 88.5 − 193.0
9 17.3 24.4 10.6 196.0 − 198.2
10 12.3 22.3 0.9 93.5 − 164.8
11 8.1 16.3 -0.3 217.0 − 109.4
12 0.7 13.6 -10.4 64.0	 11 113.0

年平均
9.0℃

年合計
1,354.0㎜

年合計
156㎝

年合計
2,022.2時間

注：降水量は幌満観測所、その他は浦河測候所における数値
資料：様似町「令和３年度町勢要覧（資料編）」
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区分

年

降水量（mm） 気温（℃） 湿度（％） 風向・風速（m/秒）
日照時間
（時）

雪（寒候年・㎝） 大気現象

合計
最大

平均 最高 最低 平均 最小 平均
風速

最大瞬間風速 降雪
最深
積雪

雪日数
（寒候年）霧日数 雷日数

日数 １時間 風速 風向 合計 日合計
の最大

平成元 1,177 99 38 8.4 31.2 -10.5 78 28 4.5 34.6 東南東 1742.5 64 13 15 90 61 10
平成２ 1,578 74 21 9.2 27.3 -12.2 78 27 4.4 35.4 西 1818.2 96 26 26 79 47 15
平成３ 993 89 20 8.4 27 -10.3 75 23 4.4 34.8 西北西 1843.3 164 28 46 73 47 8
平成４ 1,111 94 17 7.6 25.9 -10.1 77 27 4.2 32.4 西北西 1667.9 96 20 20 81 65 12
平成５ 1,282 94 20 7.5 25.7 -8.6 76 18 4.7 38.7 西北西 1710.9 78 9 12 90 44 9
平成６ 886 73 15 8.5 29.8 -12.3 75 20 4.7 37.2 西北西 1830.7 95 14 24 102 54 10
平成７ 1,472 95 32 8.1 26.1 -12.2 78 29 4.1 37.5 西 1706.9 149 22 32 88 70 20
平成８ 983 59 18 7.4 28.8 -13.4 77 12 4.5 33.3 西北西 1740.9 108 26 28 99 44 16
平成９ 1,253 118 20 8 26.6 -10.5 78 27 4.1 32.5 西北西 1731.5 102 15 18 97 79 16
平成10 1,331 107 23 7.9 25.8 -14 79 23 4.3 34.6 西 1730.1 81 16 16 75 59 11
平成11 1,112 85 23 8.7 28.4 -12.2 75 24 4.5 36.4 西 1914.1 74 9 11 105 52 11
平成12 1,252 65 19 8.3 28.9 -13.5 76 29 4.4 44.9 西 1975.9 73 7 10 100 65 4
平成13 1,055 76 24 7.2 25.8 -11.6 75 24 4.4 39.9 西北西 1898.5 60 6 9 105 66 9
平成14 1,179 81 22 8 26.4 -10.5 77 21 4.2 44.7 東 1789.3 72 16 18 85 53 13
平成15 1,334 167 26 7.7 23.8 -11.9 77 16 4.2 39.5 西 1805.1 73 9 13 93 60 7
平成16 1,178 77 19 8.7 28.4 -8.7 77 21 4.4 42.7 西 1846.4 47 7 13 91 49 10
平成17 1,083 68 26 7.9 28.3 -11 78 25 4.5 36.2 西 1867.8 96 19 26 103 61 10
平成18 1,297 114 21 8.3 30.3 -10.8 78 13 4.6 39.6 西 1730 166 12 27 107 42 14
平成19 1,071 64 17 8.7 28.7 -8.7 77 17 4.2 48 北東 1957.4 72 17 17 91 30 10
平成20 1,137.5 84.5 24 8.3 25.2 -11.8 80 9 4.1 37.5 東南東 1837.1 77 12 12 84 52 17
平成21 1,659.5 113.5 25 8.3 25.8 -8.6 80 25 4.3 31 西北西 1812.9 176 18 22 86 6］ 5］
平成22 1,342.5 68 21.5 8.8 28.8 -12.5 78 24 4.3 32.8 西 1640.5 139 20 23 97］ 87
平成23 1,252.5 114.5 46 8.3 27.9 -10.6 78 26 4.2 31.7 西 1860.8 150 11 21 91 63
平成24 1,272.5 102 27.5 8.3 29.9 -13.8 79 25 4.2 39.5 西 1777.3 137 14 22 106］ 77
平成25 1,207.5 117.5 32.5 8.2 27.4 -12.3 79 24 4.3 35.2 西 1788.6 177 19 18 116 64
平成26 1,012.5 94.5 19 8.1 27.8 -12.4 77 21 4.4 35.3 西南西 2120.5 107 10 20 103 49
平成27 1,098 103 17.5 9 27.8 -8.2 79 26 4.3 36.3 西 1894.3 129 16 16 96 67
平成28 1,514.5 109.5］ 33.5 8.5 29.1 -10.9 77 22 4.4 34.7 東南東 1999.9 103 7 12 95 47
平成29 1,066.5 59 27 8 26.4 -13 78 25 3.9 35.7 東南東 2019 150 19 25 103 54
平成30 1,328.5 64.5 28 8.5 27.5 -13.5 79 31 4 37.4 西 1713.4 150 17 19 121 56
令和元 1,168 93 39.5 8.6 28.9 -13.9 78 20 4.3 34.2 西 2067 168 18 21 104 47
令和２ 965 55 22.5 9 30.3 -11.9 78 24 4 32 西 1896.1 40 7 9 87 50
令和３ 1,354 127 22.5］ 9 31.1 -11 78 22 4.3 34.8 西 2022.2 164 36 34 95 45
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区分

年

降水量（mm） 気温（℃） 湿度（％） 風向・風速（m/秒）
日照時間
（時）

雪（寒候年・㎝） 大気現象

合計
最大

平均 最高 最低 平均 最小 平均
風速

最大瞬間風速 降雪
最深
積雪

雪日数
（寒候年）霧日数 雷日数

日数 １時間 風速 風向 合計 日合計
の最大

平成元 1,177 99 38 8.4 31.2 -10.5 78 28 4.5 34.6 東南東 1742.5 64 13 15 90 61 10
平成２ 1,578 74 21 9.2 27.3 -12.2 78 27 4.4 35.4 西 1818.2 96 26 26 79 47 15
平成３ 993 89 20 8.4 27 -10.3 75 23 4.4 34.8 西北西 1843.3 164 28 46 73 47 8
平成４ 1,111 94 17 7.6 25.9 -10.1 77 27 4.2 32.4 西北西 1667.9 96 20 20 81 65 12
平成５ 1,282 94 20 7.5 25.7 -8.6 76 18 4.7 38.7 西北西 1710.9 78 9 12 90 44 9
平成６ 886 73 15 8.5 29.8 -12.3 75 20 4.7 37.2 西北西 1830.7 95 14 24 102 54 10
平成７ 1,472 95 32 8.1 26.1 -12.2 78 29 4.1 37.5 西 1706.9 149 22 32 88 70 20
平成８ 983 59 18 7.4 28.8 -13.4 77 12 4.5 33.3 西北西 1740.9 108 26 28 99 44 16
平成９ 1,253 118 20 8 26.6 -10.5 78 27 4.1 32.5 西北西 1731.5 102 15 18 97 79 16
平成10 1,331 107 23 7.9 25.8 -14 79 23 4.3 34.6 西 1730.1 81 16 16 75 59 11
平成11 1,112 85 23 8.7 28.4 -12.2 75 24 4.5 36.4 西 1914.1 74 9 11 105 52 11
平成12 1,252 65 19 8.3 28.9 -13.5 76 29 4.4 44.9 西 1975.9 73 7 10 100 65 4
平成13 1,055 76 24 7.2 25.8 -11.6 75 24 4.4 39.9 西北西 1898.5 60 6 9 105 66 9
平成14 1,179 81 22 8 26.4 -10.5 77 21 4.2 44.7 東 1789.3 72 16 18 85 53 13
平成15 1,334 167 26 7.7 23.8 -11.9 77 16 4.2 39.5 西 1805.1 73 9 13 93 60 7
平成16 1,178 77 19 8.7 28.4 -8.7 77 21 4.4 42.7 西 1846.4 47 7 13 91 49 10
平成17 1,083 68 26 7.9 28.3 -11 78 25 4.5 36.2 西 1867.8 96 19 26 103 61 10
平成18 1,297 114 21 8.3 30.3 -10.8 78 13 4.6 39.6 西 1730 166 12 27 107 42 14
平成19 1,071 64 17 8.7 28.7 -8.7 77 17 4.2 48 北東 1957.4 72 17 17 91 30 10
平成20 1,137.5 84.5 24 8.3 25.2 -11.8 80 9 4.1 37.5 東南東 1837.1 77 12 12 84 52 17
平成21 1,659.5 113.5 25 8.3 25.8 -8.6 80 25 4.3 31 西北西 1812.9 176 18 22 86 6］ 5］
平成22 1,342.5 68 21.5 8.8 28.8 -12.5 78 24 4.3 32.8 西 1640.5 139 20 23 97］ 87
平成23 1,252.5 114.5 46 8.3 27.9 -10.6 78 26 4.2 31.7 西 1860.8 150 11 21 91 63
平成24 1,272.5 102 27.5 8.3 29.9 -13.8 79 25 4.2 39.5 西 1777.3 137 14 22 106］ 77
平成25 1,207.5 117.5 32.5 8.2 27.4 -12.3 79 24 4.3 35.2 西 1788.6 177 19 18 116 64
平成26 1,012.5 94.5 19 8.1 27.8 -12.4 77 21 4.4 35.3 西南西 2120.5 107 10 20 103 49
平成27 1,098 103 17.5 9 27.8 -8.2 79 26 4.3 36.3 西 1894.3 129 16 16 96 67
平成28 1,514.5 109.5］ 33.5 8.5 29.1 -10.9 77 22 4.4 34.7 東南東 1999.9 103 7 12 95 47
平成29 1,066.5 59 27 8 26.4 -13 78 25 3.9 35.7 東南東 2019 150 19 25 103 54
平成30 1,328.5 64.5 28 8.5 27.5 -13.5 79 31 4 37.4 西 1713.4 150 17 19 121 56
令和元 1,168 93 39.5 8.6 28.9 -13.9 78 20 4.3 34.2 西 2067 168 18 21 104 47
令和２ 965 55 22.5 9 30.3 -11.9 78 24 4 32 西 1896.1 40 7 9 87 50
令和３ 1,354 127 22.5］ 9 31.1 -11 78 22 4.3 34.8 西 2022.2 164 36 34 95 45

図表1–1–9　様似町における年ごとの気象値（主な要素）

注１：降水量は幌満観測所、その他は浦河測候所の数値
注２：］は資料不足値、寒候年は前年８月から当年７月31日までの期間
資料：気象庁
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第１章　町 の 概 要

三
℃
）、
最
も
寒
い
月
（
一
月
）
は
零
下
三
・
二
℃
と
北
海
道
の
他
地
域
と
比
べ
て
か
な
り
高
い
。
一
方
、
最
も
暑
い
月
（
八

月
）
で
は
令
和
三
年
に
三
一
・
一
℃
が
観
測
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
三
三
年
間
の
最
高
気
温
の
平
均
は
二
七
・
七
℃
に
と
ど
ま

り
、
三
〇
度
を
超
え
た
年
は
四
回
し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
海
洋
に
接
し
て
い
る
た
め
、
冬
季
は
厳
し
い
放
射
冷
却
か
ら
逃
れ
て

気
温
が
保
た
れ
る
一
方
、
夏
季
は
千
島
海
流
（
寒
流
）
の
上
を
吹
き
渡

る
海
風
が
濃
霧
を
も
た
ら
し
、
気
温
の
上
昇
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
過
去
三
三
年
間
の
年
間
霧
日
数
は
平
均
五
六
日
で
、
そ
の
多

く
は
夏
季
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
最
大
風
速
一
〇
㍍
以
上

の
風
が
吹
く
日
が
一
年
の
三
分
の
一
ほ
ど
あ
る
。

過
去
三
三
年
間
の
年
間
降
水
量
の
平
均
は
一
二
一
二
ミ
リ
　
　

メ
ー
ト
ル

と
少
な
め

だ
が
、
夏
に
や
や
多
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
太
平
洋
側
の
た
め
冬
期

は
降
雪
量
が
少
な
く
、
最
深
積
雪
は
平
均
一
九
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

様
似
町
に
お
け
る
気
象
数
値
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
図
表
1–

1–

10
の

と
お
り
で
あ
る
。

夏に多く発生する海霧
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第１編　様似町の全容

図表1–1–10	 様似町の気象ランキング

注１：降水量は幌満観測所、その他は浦河測候所の数値
注２：］は資料不足値、寒候年は前年８月から当年７月31日までの期間
資料：気象庁

要素名／順位 1位 統計期間
日降水量 210mm（1981年8月5日）1978年7月1日〜2022年6月1日

日最大１時間降水量 46mm（2011年10月7日）1978年7月1日〜2022年6月1日

月降水量の多いほうから 457mm（2016年8月） 1978年7月1日〜2022年5月1日

月降水量の少ないほうから 6mm（1989年2月） 1978年7月1日〜2022年5月1日

日最高気温の高いほうから 31.2℃（1989年8月6日）1927年1月1日〜2022年6月1日

日最高気温の低いほうから -9.1℃（1984年12月25日）1927年1月1日〜2022年6月1日

日最低気温の低いほうから -15.5℃（1979年1月29日）1927年1月1日〜2022年6月1日

日最低気温の高いほうから 24.5℃（1950年8月5日）1927年1月1日〜2022年6月1日

日平均気温０℃未満寒候年間日数 110日（1984年） 1927寒候年〜 2022寒候年

日平均気温25℃以上年間日数 5日（2021年） 1927〜2022年

日最高気温０℃未満寒候年間日数 77日（1945年） 1927寒候年〜 2022寒候年

日最高気温25℃以上年間日数 38日（1950年） 1927〜2022年

日最高気温30℃以上年間日数 2日（2021年） 1927〜2022年

日最低気温０℃未満寒候年間日数 152日（1944年） 1927寒候年〜 2022寒候年

日最低気温25℃以上年間日数 0日］（2022年） 1927〜2022年

日最大風速・風向 39.6m/秒 西北西
（1958年1月10日） 1927年1月1日〜2022年6月1日

日最大瞬間風速・風向 48.5m/秒 西北西
（1958年1月10日） 1949年7月1日〜2022年6月1日

月間日照時間の多いほうから 288時間（2014年4月） 1927年1月1日〜2022年6月1日

月間日照時間の少ないほうから 48時間（1941年8月）1927年1月1日〜2022年6月1日

年間日照時間の多いほうから 2120.5時間（2014年） 1927〜2022年

年間日照時間の少ないほうから 1552.1時間	（1932年） 1927〜2022年

降雪の深さ日合計 39cm（1975年1月17日）1953年1月1日〜2022年6月1日

降雪の深さ月合計 100cm（2021年1月）1953年1月1日〜2022年6月1日

降雪の深さ寒候年合計 182cm（1970年） 1953寒候年〜 2022寒候年

月最深積雪 52cm（1928年1月7日） 1927年1月1日〜2022年6月1日
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第１章　町 の 概 要

第
四
節
　
町
の
象
徴

町
　
　
　
章

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
四
月
一
日
に
制
定
さ
れ
た
（
町
章
の
カ
ラ
ー
写
真
は
口
絵
参
照
）。

町
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
、太
平
洋
に
突
き
出
し
た
様
似
発
祥
の
地
「
エ
ン
ル
ム
岬
」
を
中
心
に
置
き
、

東
に
大
港
、
西
に
小
港
を
抱
く
姿
を
か
た
ど
っ
た
。
さ
ら
に
、
様
似
町
の
産
業
が
漁
業
と
農
林
業
の

二
つ
を
柱
と
す
る
こ
と
を
表
す
と
と
も
に
、
二
つ
が
互
い
に
相
抱
く
形
で
大
き
な
円
に
収
ま
る
様
子

に
、
和
や
か
で
平
和
な
町
で
あ
る
こ
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

町
　
　
　
歌

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
九
月
十
五
日
に
制
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
七
年
は
、
町
制
施
行
の
実
現
と
開
基
一
五
〇
年
に

当
た
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
町
歌
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
同
年
九
月
十
五
日
の

記
念
式
典
の
場
で
披
露
・
制
定
さ
れ
た
。

町
歌
は
、
郷
土
・
様
似
の
美
し
い
風
光
を
読
み
込
み
、
町
の
一
層
の
発
展
へ
の
願
い
と
、
心
を
結
び
合
う
町
民
の
姿
を
高
ら

か
に
歌
い
上
げ
て
い
る
（
図
表
1–

1–

11
参
照
）。

町章
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第１編　様似町の全容

様
似
町
歌

　
　
作
詞
＝
小
原
　
四
郎

　
　
　
作
曲
＝
西
村
直
次
郎

一
、
黒
潮
の
　
香
り
ゆ
た
か
に

明
け
わ
た
る
　
海
の
幸
国

い
ざ
り
舟
　
日
々
に
勢
い
て

と
こ
し
え
の
　
平
和
染
め
な
す

光
は
高
し
　
あ
ゝ
様
似
町

二
、
ア
ポ
イ
岳
　
千
草
咲
き
そ
い

野
に
山
に
　
樹
風
呼
ぶ
町

風
光
は
　
雲
と
か
が
や
き

生
産
の
　
こ
だ
ま
と
ど
ろ
く

力
の
郷
土
　
あ
ゝ
様
似
町

三
、
エ
ン
ル
ム
の
　
岬
め
ぐ
れ
る

月
青
し
　
歴
史
照
る
里

人
の
和
と
　
自
治
は
結
び
て

あ
ら
た
な
る
　
文
化
育
く
む

誇
は
若
し
　
あ
ゝ
様
似
町

図表1–1–11	 様似町歌
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第１章　町 の 概 要

町
民
憲
章

町
民
憲
章
は
、
町
民
が
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
を
営
む
う
え
で
の
規
範
及
び
町
政
を
推
進
す
る
う
え
で
の
理
念
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
十
月
一
日
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
町
制
施
行
三
〇
周
年
、
開
基
一
八
〇
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
町
は
こ
れ
を
契
機
に
町
民
憲
章
を
制
定
し
よ
う
と
、
五
十
六
年
四
月
一
日
に
「
町
民
憲
章
起
草
委
員
会
」
を
設

置
し
た
。
起
草
委
員
会
は
四
次
に
わ
た
る
審
議
を
通
し
て
原
案
を
ま
と
め
、
五
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
に
「
町
民
の
意
見
を

聞
く
会
」
で
意
見
を
集
約
し
た
後
、
さ
ら
に
審
議
を
加
え
、
十
二
月
八
日
に
町
長
に
答
申
し
た
。
答
申
さ
れ
た
町
民
憲
章
は
同

月
二
十
二
日
、
町
議
会
で
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
式
典
で
公
表
・
制
定
さ
れ
た
。

　
様
似
町
民
憲
章

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ア
ポ
イ
を
あ
お
ぎ
、
く
ろ
潮
に
き
た
え
育
っ
た
様
似
町
の
町
民
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
祖
先
の
意
志
を
う
け
つ
い
で
強
く
は
ば
た
く
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
仕
事
に
は
げ
み
、
豊
か
な
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
緑
を
育
て
、
き
れ
い
な
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
き
ま
り
を
守
り
、
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
夢
が
あ
ふ
れ
る
、
あ
か
る
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
世
界
を
つ
な
ぐ
、
文
化
の
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
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第１編　様似町の全容

町
の
木
・
町
の
花
　

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
の
町
制
施
行
三
〇
周
年
、
開
基
一
八
〇
年
を
記
念
し
て
、「
町
の
木
」、「
町
の
花
」
を
制
定

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、「
町
の
木
・
町
の
花
制
定
委
員
会
」
に
よ
り
選
定
が
行
わ
れ
、
同
年
十
月
一
日
、
町
制
施
行
三
〇
周

年
記
念
式
典
で
制
定
・
公
表
さ
れ
た
。

制
定
委
員
会
は
、
選
定
の
基
準
と
し
て
「
開
拓
の
昔
か
ら
様
似
の
発
展
の
過
程
で
、
住
民
に
親
し
ま
れ
、
い
つ
く
し
ま
れ
た

木
と
花
」、「
様
似
の
風
土
に
根
ざ
し
た
町
の
代
表
的
な
植
生
で
あ
り
、
町
民
が
悠
久
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
木
と
花
」
を
検
討

対
象
と
し
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
熟
議
し
た
結
果
、町
の
木
に
「
日
高
五
葉
」、町
の
花
に
「
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
」
を
選
定
、

町
長
に
答
申
し
た
。
答
申
し
た
町
の
木
と
町
の
花
は
、
町
民
憲
章
と
同
日
に
町
議
会
で
議
決
さ
れ
、
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念

式
典
で
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
町
の
木
・
日
高
五
葉
〉

幌
満
地
区
に
自
生
し
て
い
る
も
の
が
日
本
に
お
け
る
北
限
と
さ
れ
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
（
昭
和
十
八
年
八
月
二
十
四
日
）
さ
れ
て
い
る
（「
第
六
編
第
三

章
第
二
節
」
参
照
、
カ
ラ
ー
写
真
は
口
絵
参
照
）。「
五
葉
」
は
、
一
つ
の
さ
や

0

0

か
ら
五
本
の
針
葉
が
出
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
町
内
の
数
多
い
樹
種
の
中
に

あ
っ
て
、
常
緑
樹
で
あ
り
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
そ
の

姿
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
絶
え
な
い
緑
、
伸
び
ゆ
く
様
似
」
を
象
徴
す
る

樹
木
と
し
て
、
町
民
に
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
。
別
名
「
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
」。

町の木・日高五葉
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第１章　町 の 概 要

〈
町
の
花
・
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
〉

昭
和
三
年
に
「
日
高
様
似
ア
ポ
イ
ヌ
プ
リ
の
植
物
」
に
お
い
て
初
め
て
発
表
さ
れ
た
ア
ポ
イ

岳
の
固
有
種
で
あ
り
、
様
似
町
が
悠
久
に
誇
れ
る
花
で
あ
る
（
カ
ラ
ー
写
真
は
口
絵
参
照
）。

開
花
は
五
月
上
旬
か
ら
同
月
下
旬
で
、
可
憐
な
純
白
の
花
を
咲
か
せ
る
。
昭
和
六
十
年
七
月
に

は
「
高
山
植
物
シ
リ
ー
ズ
」
郵
便
切
手
の
一
種
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。

近
年
、
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
は
減
少
が
著
し
く
、
保
全
と
再
生
の
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。

町の花・ヒダカソウ

郵便切手になった
ヒダカソウ

⬆

⬆
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第
二
章
　
町
の
沿
革
─
─
開
町
〜
昭
和
末
期

近
代
以
前
の
シ
ヤ
マ
ニ

様
似
町
で
は
先
土
器
時
代
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
太
平
洋
沿
岸
と
様
似
川
流
域
を
中
心
に
縄
文
時
代
以
降
の
遺

跡
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
（「
第
二
編
第
三
章
」
参
照
）。
縄
文
、
続
縄
文
、
擦さ

つ

文も
ん

時
代
の
遺
跡
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
る

複
合
遺
跡
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、こ
れ
ら
は
現
在
の
様
似
の
地
に
太
古
か
ら
人
々
の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

様
似
の
地
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、繁
華
な
集
落
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、江
戸
時
代
に
入
っ
た
寛
永
十
二
（
一

六
三
五
）
年
、
海
辺
川
（
西
様
似
）
の
支
流
・
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
水
源
に
あ
っ
た
東

ひ
が
し

金か
な

山や
ま

の
開
削
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
る
。
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
津
軽
藩
の
藩
史
『
津
軽
一
統
志
』
に
は
、寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
、シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
が
起
き
た
時
期
、「
松
前
よ
り
下
狄
地
所
付
」と
し
て「
う
ん
へ
つ
・
し
や
は
に
う
」の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
様
似
は
、
漁
業
を
中
心
に
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
お
り
、
東
接
す
る
幌
泉
郡
と
と
も
に
ア
プ
ラ
コ
マ
（
油
駒
）
場
所

の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
。
知
行
主
は
松
前
藩
の
蠣か

き

崎ざ
き

蔵く
ろ

人う
ど

広
樹
と
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六（
一
七
八
六
）年
に
は
薬
屋
太
平（
太

兵
衛
）
が
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
は
浜
屋
久
七
が
、
同
十
一
年
に
は
栖す

原は
ら

庄
兵
衛
が
場
所
請
負
人
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
と
の
間
で
、
干
だ
ら
・
鮫さ

め

が
ら
・
魚
油
・
鹿
油
・
鹿
皮
・
鯨
・
コ
ン
ブ
等
の
産
物
を
取
引
し
て
い
た
。

寛
政
十
一
年
に
東
蝦
夷
地
が
幕
府
直
轄
と
な
っ
た
際
、
ア
プ
ラ
コ
マ
場
所
は
、
シ
ヤ
マ
ニ
場
所
と
ホ
ロ
イ
ヅ
ミ
場
所
に
二
分
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さ
れ
た
。
そ
の
境
界
は
現
在
の
字
冬
島
に
あ
っ
た
が
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
は
ニ
カ
ン
ベ
ツ
に
ま
で
広
げ
ら
れ
、
ウ
ト

マ
ン
ベ
ツ
（
鵜
苫
川
）
か
ら
ニ
カ
ン
ベ
ツ
（
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
）
ま
で
が
シ
ヤ
マ
ニ
場
所
で
、
シ
ヤ
マ
ニ
（
現
・
会
所
町
）
に
幕

府
支
配
の
会
所
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
所
を
中
心
と
し
て
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
政
十
一
年
に
は
、
幕
府
に
よ
り
、

プ
ユ
カ
シ
マ
（
冬
島
）
か
ら
ホ
ロ
マ
ン
ベ
ツ
（
幌
満
）
の
間
に
様
似
山
道
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

享
和
二
年
、
蝦
夷
奉
行
の
管
下
と
な
り
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
は
、
オ
コ
タ
ヌ
シ
に
蝦
夷
三
官
寺
の
一
つ
歸き

嚮き
ょ
う

山ざ
ん

厚こ
う

澤た
く

寺じ

等と
う

澍じ
ゅ

院い
ん

が
建
立
さ
れ
た
。
蝦
夷
地
で
死
亡
し
た
和
人
の
葬
儀
や
法
要
な
ど
、
信
仰
の
拠
点
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
法
要
に
招
く
な
ど
、
地
域
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
に
、
松
前
藩
が
復
領
す
る
と
、
シ
ヤ
マ
ニ
会
所
も
松
前
藩
に
属
し
た
が
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）

年
の
再
上
知
に
よ
り
、
再
び
幕
府
領
と
な
り
、
安
政
六
年
か
ら
様
似
は
仙
台
藩
の
警
衛
地
と
な
っ
て
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
。

様
似
村
の
誕
生

明
治
に
入
る
と
蝦
夷
地
は
「
北
海
道
」
と
な
り
、
道
内
に
一
一
国
八
六
郡
が
設
け
ら
れ
た
。
日
高
国
様
似
郡
に
は
、
様し

や

似ま
に

村
、

海う
ん

辺べ

村
、
桐き

り

橿か
し

村
、
傍そ

平び
ら

村
、
鵜う

苫と
ま

村
、
平ひ

ら

鵜う

村
、
門も

ん

別べ
つ

村
、
染し

み

近ち
か

村
、
白し

ら

里り

村
、
核さ

ね

蕊し
ら
べ

村
、
冬ふ

ゆ

島し
ま

村
、
郡く

ん

内な
い

村
、
嘯

う
つ
ふ
け
し牛
村
、

小を

宵よ
ひ

村
、
島し

ま

郡く
ん

村
、
幌ほ

ろ

満ま
ん

村
、
岡お

か

田だ

村
、
逢あ

ひ

牛う
し

村
、
累る

い

地ち

村
、
去さ

る

魔ま

村
、
二に

七し
ち

村
、
農の

助す
け

村
、
誓ち

か

内な
い

村
が
含
ま
れ
た
。

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
様
似
郡
は
鹿
児
島
藩
の
支
配
と
な
る
が
、
同
年
末
に
は
開
拓
使
の
直
轄
と
な
り
、
同
五
年
に
浦

河
支
庁
、
同
七
年
に
札
幌
本
庁
、
同
十
二
年
に
浦
河
外
十
郡
役
所
の
管
轄
と
な
り
、
同
十
三
年
に
は
各
村
に
戸
長
役
場
が
設
置

さ
れ
た
。
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明
治
十
五
年
に
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
北
海
道
は
函
館
県
・
札
幌
県
・
根
室
県
に
区
分
さ
れ
、
様
似
町
域
は
札
幌
県
に

属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
村
々
の
合
併
が
行
わ
れ
、
様
似
・
海
辺
・
桐
橿
・
傍
平
の
四
カ
村
は
様
似
村
、
平
鵜
・
門
別
・

染
近
・
白
里
・
核
蕊
の
五
カ
村
は
平
鵜
村
、
冬
島
・
郡
内
・
嘯
牛
・
小
宵
の
四
カ
村
は
冬
島
村
、
島
郡
・
幌
満
両
村
は
幌
満
村
、

岡
田
・
逢
牛
・
累
地
・
去
魔
の
四
カ
村
は
岡
田
村
、
二
七
・
農
助
両
村
は
二
七
村
と
な
っ
た
。

明
治
十
九
年
に
北
海
道
庁
が
発
足
す
る
と
、
浦
河
に
「
浦
河
十
郡
役
所
」
が
置
か
れ
、
そ
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。

明
治
三
十
年
に
浦
河
十
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
て
浦
河
支
庁
が
設
置
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
、
様
似
郡
様
似
村
・
鵜
苫
村
・
平

鵜
村
・
冬
島
村
・
幌
満
村
・
岡
田
村
・
二
七
村
・
誓
内
村
の
八
村
が
合
併
し
て
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
様
似
村
が
発
足
し
た
。

開
拓
に
よ
る
農
業
の
発
展

様
似
は
漁
業
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
き
た
土
地
で
あ
り
、
住
民
の
多
く
は
漁
業
の
か
た
わ
ら
農
耕
を
営
ん
で
い
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
漁
業
で
は
、
サ
ケ
や
コ
ン
ブ
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
富
山
県
か

ら
の
漁
業
移
住
者
が
、
川
崎
船
（
大
型
の
和
船
）
を
使
っ
て
ニ
シ
ン
の
手
繰
網
を
開
始
し
、
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

西
部
地
域
は
沿
岸
漁
業
が
主
で
あ
っ
た
が
、冬
島
を
中
心
と
す
る
東
部
地
域
は
コ
ン
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
海
藻
類
生
産
が
主
で
、

味
も
よ
い
上
質
品
が
採
れ
た
。

一
方
、
明
治
十
八
年
に
青
森
県
か
ら
、
あ
る
一
家
が
移
住
し
、
狩
猟
業
の
副
業
と
し
て
農
業
を
営
ん
だ
の
が
、
様
似
に
お
け

る
定
着
農
業
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。そ
の
後
、明
治
二
十
二
年
、海
辺
川
流
域
に
石
川
県
輪
島
か
ら
数
人
が
農
民
と
し
て
移
住
し
、

同
二
十
七
年
に
富
山
県
か
ら
二
〇
戸
が
二
七
村
へ
、
同
二
十
九
年
に
福
井
・
富
山
・
青
森
各
県
か
ら
約
一
五
戸
が
岡
田
・
二
七

両
村
に
入
植
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
新
富
に
団
体
移
住
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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当
時
の
農
業
は
畑
作
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
八
年
、
様
似
川
支
流
の
ア
ブ
サ
リ
川
流
域
で
稲
作
が
試
作
さ
れ
た
。

稲
作
の
可
能
性
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
が
、
泥
炭
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
が
必
要
で
あ
り
、
大
正
十

一
（
一
九
二
二
）
年
、
二
七
平
鵜
土
功
組
合
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
本
格
的
に
稲
作
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
様
似
村
の

農
業
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
漁
業
と
明
治
期
か
ら
本
格
化
し
た
農
業
を
中
心
に
、
様
似
村
の
発
展
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

社
会
基
盤
や
施
設
の
整
備

人
々
の
移
住
に
伴
い
、
子
弟
へ
の
教
育
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
、
公
立
様
似
簡
易
小
学
校

が
創
立
、
翌
二
十
二
年
に
は
冬
島
・
鵜
苫
に
分
教
場
が
設
置
さ
れ
、
教
育
施
設
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
イ

ヌ
の
子
弟
の
教
育
の
場
と
し
て
全
道
に
二
〇
校
つ
く
ら
れ
た
小
学
校
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
四
十
一
年
、
道
立
岡
田
尋
常
小
学

校
が
設
立
さ
れ
た
（
昭
和
七
〔
一
九
三
二
〕
年
度
廃
止
）（「
第
二
編
第
三
章
第
三
節
」
参
照
）。

一
方
、
道
路
の
整
備
と
し
て
は
、
明
治
二
十
四
年
、
様
似
山
道
下
（
冬
島
〜
幌
満
）
の
海
岸
道
路
開
削
工
事
が
着
工
し
た
が
、

そ
の
工
事
は
本
格
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
に
開
始
さ
れ
た
「
北
海
道
十
か
年
計
画
」
に
よ
っ
て
本
格
化
し
、

同
三
十
六
年
に
様
似
市
街
を
起
点
と
し
て
冬
島
ま
で
の
一
貫
し
た
道
路
工
事
が
始
め
ら
れ
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
は

町
の
西
端
で
あ
る
鵜
苫
か
ら
冬
島
ま
で
の
新
道
が
開
か
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
た
道
路
改
良
工
事
が
始
ま
り
、
幌
満
川
に
は
永
久
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
こ
の

道
路
は
昭
和
三
年
、
幌
満
郵
便
局
を
起
点
と
し
て
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
ま
で
延
長
、
様
似
郡
を
貫
通
す
る
国
道
と
な
っ
た
。
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ま
た
、
昭
和
十
二
年
に
は
日
高
本
線
が
様
似
駅
ま
で
開
通
し
、
鵜
苫
・
西
様
似
・
様
似
の
三
駅
が
開
業
、
海
上
交
通
で
は
函

館
の
商
船
会
社
が
月
五
、
六
回
（
冬
季
は
三
、
四
回
）
の
定
期
航
路
を
開
き
、
幌
満
へ
も
寄
港
し
た
。

一
方
で
近
代
的
産
業
の
萌
芽
も
見
ら
れ
た
。
日
高
地
域
に
水
力
発
電
は
必
須
と
考
え
た
手
塚
信
吉
が
中
心
と
な
っ
て
、
幌
満

川
に
水
力
発
電
の
た
め
の
ダ
ム
建
設
を
進
め
、
昭
和
九
年
に
幌
満
川
水
力
電
気
㈱
を
設
立
、
自
家
発
電
を
利
用
し
て
マ
ン
ガ
ン

鉄
の
生
産
に
も
乗
り
出
し
た
。
の
ち
の
東
邦
電
化
㈱
（
今
日
の
新
日
本
電
工
㈱
）
の
誕
生
で
あ
る
。

戦
時
下
の
昭
和
十
六
年
に
村
内
の
地
名
を
再
編
、
様
似
を
「
東
様
似
」
と
「
西
様
似
」
に
分
割
し
た
ほ
か
、
二
七
は
「
田
代
」

に
、
岡
田
と
二
七
の
一
部
を
「
新
富
」
に
、
平
鵜
を
「
平
宇
」
に
改
称
し
、
誓
内
を
「
旭
」
と
「
大
泉
」
に
分
割
し
た
。
ま
た
、

翌
十
七
年
、
町
の
西
南
部
の
潮
見
台
に
役
場
庁
舎
を
建
設
し
た
。

新
し
い
自
治
と
様
似
町

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
五
月
三
日
、「
日
本
国
憲
法
」
と
と
も
に
、「
地
方
自
治
法
」
が
施
行
さ
れ
、
民
主
主
義
の
理

念
の
も
と
、
様
似
村
長
と
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り
で
あ
る
。

村
は
漁
業
の
振
興
の
た
め
、
戦
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
漁
港
の
整
備
を
再
開
し
、
昭
和
二
十
一
年
に
様
似
漁
港
、
同
二
十

三
年
に
冬
島
漁
港
の
工
事
に
着
工
、
同
二
十
六
年
に
は
上
水
道
工
事
も
開
始
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
、
町
制
施
行
が
実
現
し
、
様
似
町
が
発
足
し
た
。
町
は
昭
和
三
十
一
年
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
「
様
似
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
に
従
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
三
十
六
年

に
は
、
町
の
区
域
を
新
た
に
設
置
、
東
様
似
を
西
町
・
潮
見
台
・
港
町
・
本
町
・
会
所
町
・
栄
町
・
大
通
・
錦
町
・
緑
町
・
朝

日
丘
の
各
地
区
に
再
編
、
地
番
を
改
正
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
、
様
似
・
冬
島
に
次
ぐ
町
内
三
番
目
の
鵜
苫
築
港
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第２章　町の沿革──開町〜昭和末期

に
着
手
し
、
昭
和
五
十
三
年
に
完
成
し
た
。

工
業
の
分
野
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
東
邦
電
化
㈱
と
日
本
電
気
冶
金
㈱
の
合
併
に
よ
り
、
日
本
電
工
㈱
が
発
足
、
水
力
発

電
と
と
も
に
日
高
工
場
は
合
金
鉄
専
業
の
生
産
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
邦
電
化
㈱
か
ら
か
ん
ら
ん
岩
の
加
工
技

術
や
施
設
を
譲
り
受
け
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
東
邦
オ
リ
ビ
ン
㈱
（
現
・
東
邦
オ
リ
ビ
ン
工
業
㈱
）
が
設
立
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
町
の
鉱
工
業
を
支
え
て
い
る
。

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
二
八
四
八
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
に
一
万
人
を
突
破
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経

済
成
長
に
よ
る
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
の
波
は
様
似
町
に
も
波
及
し
、
以
後
、
人
口
は
減
少
傾
向
に
転
じ
、
昭
和
四
十
五
年
に

は
八
八
三
四
人
と
な
り
、
翌
四
十
六
年
、「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
に
基
づ
く
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
た
。

一
方
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
基
盤
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
昭
和
四
十
一
年
、
日
高
で
最
初
の
本
格
的
郷
土
館
を
建
設
、

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
は
、町
制
施
行
と
と
も
に
町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、昭
和
五
十
八
年
九
月
に
は
「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
町
」
を
宣
言
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
か
ら
「
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
し
い
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
種
目
と
し
て
、
テ
ニ
ス
と
卓
球
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
「
テ
ニ
ポ
ン
」
を
考
案
し
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
　

ま
た
、
大
通
地
区
に
役
場
庁
舎
の
移
転
を
計
画
、
昭
和
六
十
一
年
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
役
場
庁
舎
を
建
設
し
、
二

十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
動
き
始
め
る
こ
と
と
な
る
。
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第１編　様似町の全容

第
三
章
　
人
口
と
土
地
利
用

第
一
節
　
人
口
の
推
移

人
口
動
態
　

様
似
町
の
世
帯
数
及
び
人
口
の
推
移
を
図
表
1–

3–

1
に
示
し
た
。
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
の
総
人
口
は
四
〇
四
三
人
で
、

最
も
多
か
っ
た
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
一
万
一
六
三
人
と
比
較
す
る
と
、
約
六
一
％
減
少
し
た
。
減
少
率
に
着
目
す
る

と
、
昭
和
三
十
年
か
ら
同
六
十
年
ま
で
の
三
〇
年
間
の
減
少
率
が
二
三
・
八
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
二
年
以
降
の
三
〇
年

間
で
は
四
三
・
五
％
減
少
、
特
に
直
近
の
一
〇
年
間
（
平
成
二
十
二
〔
二
〇
一
〇
〕
年
〜
令
和
二
〔
二
〇
二
〇
〕
年
）
の
減
少

率
は
二
〇
・
九
％
と
、
減
少
傾
向
に
顕
著
な
加
速
が
見
ら
れ
る
。

世
帯
数
の
推
移
に
目
を
移
す
と
、
昭
和
三
十
年
の
一
九
〇
〇
世
帯
か
ら
昭
和
五
十
年
代
ま
で
漸
増
傾
向
を
示
し
た
が
、
昭
和

六
十
年
以
降
は
頭
打
ち
か
ら
微
減
傾
向
に
転
じ
、
令
和
二
年
は
一
九
一
三
世
帯
と
、
昭
和
三
十
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
総
人
口
は
一
貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
た
め
、
世
帯
数
の
増
加
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
世
帯
分
離
が
進
ん
だ

こ
と
を
示
し
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
の
減
少
が
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
令
和
二
年
に
お
け
る
世
帯
の
家
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第３章　人口と土地利用

区分

年
世帯数

人口 一世帯当たりの
人数総数 男 女

大正９ 936	 4,559	 2,372	 2,187	 4.9	

大正14 844	 4,237	 2,191	 2,046	 5.0	

昭和５ 918	 4,743	 2,455	 2,288	 5.2	

昭和10 1,285	 7,196	 4,070	 3,126	 5.6	

昭和15 1,415	 7,703	 4,111	 3,592	 5.4	

昭和20 1,606	 8,352	 4,153	 4,199	 5.2	

昭和25 1,693	 9,132	 4,644	 4,488	 5.4	

昭和30 1,900	 10,163	 5,179	 4,984	 5.3	

昭和35 2,087	 9,900	 5,012	 4,888	 4.7	

昭和40 2,299	 10,037	 5,136	 4,901	 4.4	

昭和45 2,288	 8,834	 4,305	 4,529	 3.9	

昭和50 2,325	 8,293	 4,002	 4,291	 3.6	

昭和55 2,513	 7,986	 3,889	 4,097	 3.2	

昭和60 2,449	 7,745	 3,727	 4,018	 3.2	

平成２ 2,417	 7,159	 3,436	 3,723	 3.0	

平成７ 2,375	 6,686	 3,171	 3,515	 2.8	

平成12 2,403	 6,210	 2,965	 3,245	 2.6	

平成17 2,335	 5,711	 2,728	 2,983	 2.4	

平成22 2,205	 5,114	 2,417	 2,697	 2.3	

平成27 2,044	 4,518	 2,139	 2,379	 2.2	

令和２ 1,913	 4,043	 1,923	 2,120	 2.1	

資料：国勢調査	

図表1–3–1　様似町の世帯数及び人口の推移 （単位：世帯、人）
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第１編　様似町の全容

族
類
型
別
構
成
比
を
見
る
と
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
全
体
の
三
〇
・
六
％
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
が
二
六
・
三
％
、
核
家
族
以

外
の
世
帯
が
七
・
七
％
、
非
親
族
を
含
む
世
帯
が
〇
・
〇
一
％
、
単
独
世
帯
が
三
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
年
齢
階
層
別
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
若
年
層
人
口
の
減
少
と
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
人
口
の
増
加
が
顕
著
で

あ
り
、
令
和
二
年
現
在
、
十
五
歳
未
満
の
人
口
構
成
比
は
九
・
〇
％
（
北
海
道
平
均
一
〇
・
七
％
、
全
国
平
均
一
一
・
九
％
）、

十
五
〜
六
十
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
四
八
・
七
％
（
北
海
道
平
均
五
七
・
二
％
、
全
国
平
均
五
九
・
五
％
）、
六
十
五
歳
以

上
は
四
二
・
三
％
（
北
海
道
平
均
三
二
・
一
％
、
全
国
平
均
二
八
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
少
子
高
齢
化
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
が
、
様
似
町
に
お
い
て
は
特
に
十
五
〜
三
十
九
歳
の
若
年
層
の
減
少
傾
向

が
長
期
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
就
職
に
よ
る
町
外
へ
の
流
出
、
ま
た
大
学
等
へ
の
進
学
に
よ
る
都
市
部
へ
の
流
出

が
主
な
要
因
で
あ
る
が
、
大
学
等
の
卒
業
後
に
そ
の
ま
ま
都
市
部
で
就
職
す
る
と
い
う
経
路
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
若

年
層
流
出
の
固
定
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
若
年
層
の
流
出
と
Ｕ
タ
ー
ン
の
困
難
さ
は
、
結
果
と
し
て
結
婚
・

出
産
の
機
会
減
少
に
つ
な
が
り
、
少
子
化
傾
向
を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
を
離
れ
た
人
材
の
還
流
を

促
す
に
は
、
地
元
の
雇
用
の
受
け
皿
の
拡
大
が
必
須
で
、
産
業
基
盤
の
強
化
は
様
似
町
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

今
後
は
、
若
年
層
人
口
の
社
会
減
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
人
口
の
自
然
減
が
加
わ
り
、
人
口
減
少
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
段

階
」
に
突
入
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

五
歳
階
層
別
人
口
の
推
移

図
表
1–

3–

2
は
、
様
似
町
に
お
け
る
人
口
を
五
歳
刻
み
の
階
層
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年

は
三
十
五
〜
三
十
九
歳
が
五
四
六
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
五
十
五
〜
五
十
九
歳
、
十
〜
十
四
歳
と
続
き
、
い
わ
ゆ
る
壮
年
期
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年齢
年

0～4
歳

5～9
歳

10～14
歳

15～19
歳

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55 ～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

70～74
歳

75～79
歳

80～84
歳

85歳
以上 総数

平成２

総数 388	 485	 528	 453	 337	 382	 398	 546	 522	 463	 502	 530	 500	 422	 303	 195	 118	 87	 7,159	

男 199	 258	 272	 208	 134	 189	 198	 285	 262	 219	 247	 263	 234	 187	 124	 75	 50	 32	 3,436	

女 189	 227	 256	 245	 203	 193	 200	 261	 260	 244	 255	 267	 266	 235	 179	 120	 68	 55	 3,723	

平成７

総数 292	 377	 482	 381	 314	 319	 348	 375	 533	 509	 440	 484	 462	 476	 376	 259	 142	 117	 6,686	

男 142	 200	 249	 175	 146	 149	 171	 182	 269	 258	 201	 243	 215	 211	 160	 102	 53	 45	 3,171	

女 150	 177	 233	 206	 168	 170	 177	 193	 264	 251	 239	 241	 247	 265	 216	 157	 89	 72	 3,515	

平成12

総数 248	 284	 359	 344	 252	 331	 326	 331	 362	 533	 504	 408	 440	 430	 428	 318	 183	 129	 6,210	

男 120	 141	 191	 174	 122	 170	 155	 166	 180	 274	 264	 179	 215	 195	 179	 129	 69	 42	 2,965	

女 128	 143	 168	 170	 130	 161	 171	 165	 182	 259	 240	 229	 225	 235	 249	 189	 114	 87	 3,245	

平成17

総数 197	 241	 259	 262	 211	 263	 316	 317	 330	 350	 519	 491	 380	 410	 383	 367	 250	 165	 5,711	

男 103	 122	 127	 129	 112	 133	 157	 157	 172	 174	 263	 252	 169	 198	 173	 141	 92	 55	 2,729	

女 94	 119	 132	 133	 99	 130	 159	 160	 158	 176	 256	 239	 211	 212	 210	 226	 158	 110	 2,982	

平成22

総数 171	 192	 226	 168	 140	 209	 247	 306	 295	 310	 340	 491	 443	 355	 377	 329	 270	 245	 5,114	

男 86	 100	 116	 77	 73	 112	 127	 155	 137	 162	 164	 254	 216	 157	 177	 147	 89	 68	 2,417	

女 85	 92	 110	 91	 67	 97	 120	 151	 158	 148	 176	 237	 227	 198	 200	 182	 181	 177	 2,697	

平成27

総数 137	 144	 168	 144	 117	 150	 200	 208	 271	 269	 294	 322	 457	 437	 319	 321	 263	 295	 4,516	

男 67	 81	 84	 68	 53	 88	 109	 111	 140	 128	 143	 153	 229	 215	 139	 144	 105	 80	 2,137	

女 70	 63	 84	 76	 64	 62	 91	 97	 131	 141	 151	 169	 228	 222	 180	 177	 158	 215	 2,379	

令和２

総数 107	 117	 139	 122	 91	 120	 143	 190	 197	 263	 276	 275	 293	 438	 399	 277	 265	 331	 4,043	

男 52	 58	 75	 60	 47	 57	 73	 106	 108	 136	 137	 125	 135	 219	 197	 115	 120	 103	 1,923	

女 55	 59	 64	 62	 44	 63	 70	 84	 89	 127	 139	 150	 158	 219	 202	 162	 145	 228	 2,120	

（単位：人）
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年齢
年

0～4
歳

5～9
歳

10～14
歳

15～19
歳

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55 ～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

70～74
歳

75～79
歳

80～84
歳

85歳
以上 総数

平成２

総数 388	 485	 528	 453	 337	 382	 398	 546	 522	 463	 502	 530	 500	 422	 303	 195	 118	 87	 7,159	

男 199	 258	 272	 208	 134	 189	 198	 285	 262	 219	 247	 263	 234	 187	 124	 75	 50	 32	 3,436	

女 189	 227	 256	 245	 203	 193	 200	 261	 260	 244	 255	 267	 266	 235	 179	 120	 68	 55	 3,723	

平成７

総数 292	 377	 482	 381	 314	 319	 348	 375	 533	 509	 440	 484	 462	 476	 376	 259	 142	 117	 6,686	

男 142	 200	 249	 175	 146	 149	 171	 182	 269	 258	 201	 243	 215	 211	 160	 102	 53	 45	 3,171	

女 150	 177	 233	 206	 168	 170	 177	 193	 264	 251	 239	 241	 247	 265	 216	 157	 89	 72	 3,515	

平成12

総数 248	 284	 359	 344	 252	 331	 326	 331	 362	 533	 504	 408	 440	 430	 428	 318	 183	 129	 6,210	

男 120	 141	 191	 174	 122	 170	 155	 166	 180	 274	 264	 179	 215	 195	 179	 129	 69	 42	 2,965	

女 128	 143	 168	 170	 130	 161	 171	 165	 182	 259	 240	 229	 225	 235	 249	 189	 114	 87	 3,245	

平成17

総数 197	 241	 259	 262	 211	 263	 316	 317	 330	 350	 519	 491	 380	 410	 383	 367	 250	 165	 5,711	

男 103	 122	 127	 129	 112	 133	 157	 157	 172	 174	 263	 252	 169	 198	 173	 141	 92	 55	 2,729	

女 94	 119	 132	 133	 99	 130	 159	 160	 158	 176	 256	 239	 211	 212	 210	 226	 158	 110	 2,982	

平成22

総数 171	 192	 226	 168	 140	 209	 247	 306	 295	 310	 340	 491	 443	 355	 377	 329	 270	 245	 5,114	

男 86	 100	 116	 77	 73	 112	 127	 155	 137	 162	 164	 254	 216	 157	 177	 147	 89	 68	 2,417	

女 85	 92	 110	 91	 67	 97	 120	 151	 158	 148	 176	 237	 227	 198	 200	 182	 181	 177	 2,697	

平成27

総数 137	 144	 168	 144	 117	 150	 200	 208	 271	 269	 294	 322	 457	 437	 319	 321	 263	 295	 4,516	

男 67	 81	 84	 68	 53	 88	 109	 111	 140	 128	 143	 153	 229	 215	 139	 144	 105	 80	 2,137	

女 70	 63	 84	 76	 64	 62	 91	 97	 131	 141	 151	 169	 228	 222	 180	 177	 158	 215	 2,379	

令和２

総数 107	 117	 139	 122	 91	 120	 143	 190	 197	 263	 276	 275	 293	 438	 399	 277	 265	 331	 4,043	

男 52	 58	 75	 60	 47	 57	 73	 106	 108	 136	 137	 125	 135	 219	 197	 115	 120	 103	 1,923	

女 55	 59	 64	 62	 44	 63	 70	 84	 89	 127	 139	 150	 158	 219	 202	 162	 145	 228	 2,120	

図表1–3–2　様似町の５歳階層別人口の推移

資料：国勢調査	
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第３章　人口と土地利用

図表1–3–3　平成２年の様似町の人口ピラミッド

図表1–3–4　平成27年の様似町の人口ピラミッド
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第１編　様似町の全容

人
口
と
年
少
人
口
が
厚
い
安
定
的
な
人
口
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
見
る
と
、
ビ
ア
樽
型
の
構
造
と
な
っ

て
い
た
（
図
表
1–

3–

3
参
照
）。

と
こ
ろ
が
、
二
五
年
後
の
平
成
二
十
七
年
に
な
る
と
、
か
つ
て
厚
か
っ
た
壮
年
期
人
口
が
そ
の
ま
ま
高
齢
者
人
口
に
ス
ラ
イ

ド
す
る
と
と
も
に
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
っ
て
後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
）
人
口
の
厚
み
が
増
し
、
一
方
、
少
子
化
が

顕
著
に
進
ん
だ
。
平
成
二
年
に
多
か
っ
た
〇
歳
か
ら
十
四
歳
の
年
少
人
口
（
一
四
〇
一
人
）
は
、
平
成
二
十
七
年
に
は
二
十
五

歳
か
ら
三
十
九
歳
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
層
の
人
口
は
五
五
八
人
に
と
ど
ま
り
、
転
入
人
口
を
除
外
し
て
単
純
に
計
算
す

る
と
、
約
六
割
が
流
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
平
成
二
十
七
年
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
上
部
が
厚
く
下
部
が
薄
い

壺
型
に
変
わ
っ
た
（
図
表
1–
3–
4
参
照
）。
二
つ
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
わ
ず
か
二
五
年
の
間
に
起
き
た
人
口
構
造
の

変
化
の
大
き
さ
を
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
節
　
土
地
利
用

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
度
の
土
地
利
用
の
状
況
を
見
る
と
、
山
林
が
九
〇
・
三
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
畑
が
二
・
五
％
、

原
野
が
一
・
九
％
、
宅
地
が
〇
・
五
％
と
続
く
（
図
表
1–

3–
5
参
照
）。

宅
地
は
、
様
似
川
が
開
い
た
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
、
海
岸
沿
い
の
鵜
苫
、
平
宇
、
冬
島
、
幌
満
、
旭
の
各
地
区
に
点
在
し

て
い
る
。
近
年
は
、
市
街
地
近
郊
の
原
野
等
で
も
宅
地
化
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
。

畑
や
牧
場
等
の
農
用
地
は
、
様
似
川
及
び
海う

ん

辺べ

川
流
域
の
平
坦
地
や
丘
陵
地
の
一
部
に
開
か
れ
、
水
稲
、
施
設
野
菜
、
軽
種

様似.indd   41様似.indd   41 2023/11/19   8:522023/11/19   8:52



42

第３章　人口と土地利用

地目 面積（㎢） 割合（％）
田 0.95 0.3
畑 9.23 2.5
宅 地 1.83 0.5
山 林 329.00 90.3
牧 場 0.98 0.3
原 野 6.84 1.9
雑種地 1.51 0.4
その他 13.99 3.8
総 数 364.33 100.0

図表1–3–5　様似町の地目別面積
（令和３年度）

資料：様似町税務町民課

馬
、
酪
農
、
肉
用
牛
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
様

似
川
周
辺
の
丘
陵
地
が
牧
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
斜
面
の

傾
斜
が
緩
や
か
で
あ
る
の
に
加
え
、
風
化
に
よ
り
地
表
部
が
岩
石
の
破

片
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、水
は
け
が
よ
く
放
牧
に
適
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
丘
陵
の
緩
斜
面
は
水
を
得
や
す
い
谷
底
低
地
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
た
め
、
谷
底
低
地
に
畜
舎
や
給
餌
施
設
を
設
置
す
る
の
に
好
適
な

た
め
で
あ
る
。
様
似
川
上
流
の
ポ
ン
エ
サ
マ
ン
ベ
ツ
付
近
の
地
形
的
特

徴
も
同
様
で
、
放
牧
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
山
林
は
、
面
積
の
約
六
割
が
道
有
林
、
約
一
割
が
町
有
林
、

約
三
割
が
私
有
林
と
な
っ
て
お
り
（
詳
し
く
は
「
第
四
編
第
三
章
第

一
節
」
参
照
）、
森
林
資
源
の
保
護
・
育
成
及
び
森
林
機
能
の
保
全
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
は
、
土
地
の
諸
条
件
（
地
質
、
地
形
、
気
候
、
植
生
、
土
壌
な
ど
）
に
応
じ
て
最
適
化
が
図
ら
れ
、
た
と
え
ば
冬
島
、

平
宇
、
幌
満
な
ど
の
段
丘
面
を
有
す
る
地
域
で
は
、
高
台
に
コ
ン
ブ
の
干
場
が
多
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。
様
似
町
の
コ
ン
ブ
は
、

全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
日
高
昆
布
の
中
で
も
質
量
と
も
に
上
位
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
町
の
漁
獲
高
の
約
三
割
を
占
め
る

水
産
業
の
稼
ぎ
頭
で
あ
る
。
コ
ン
ブ
は
、
採
取
後
に
適
切
に
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
風
通
し
と
日
当
た
り
の

よ
い
平
坦
な
広
場
を
必
要
と
す
る
。
海
岸
線
に
沿
っ
た
沖
積
低
地
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
が
干
場
の
最
適
地
と
な
る
が
、
様
似
町
の

海
岸
低
地
は
狭
い
う
え
居
住
地
区
と
も
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
適
さ
な
い
。
一
方
、
冬
島
、
平
宇
、
幌
満
は
海
成
段
丘
及
び

海
岸
線
に
近
い
河
成
段
丘
で
あ
り
、
西
側
が
開
け
て
い
る
た
め
に
風
通
し
が
よ
く
、
干
場
と
し
て
最
適
の
条
件
を
有
し
て
い
る
。
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